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l . はじめに

このフォントエデイター「7ab圧」は簡便な文字作成と文字認識に

よる作成文字の字形評価を目的として PC - 9 8 0 1 V M上に作成し

たものです。 入力手段として、

① マウスからの入力

② イメージスキャナー (PC-IN503) からの画像ファイル

③ 一太郎（かな渓字変換）を利用した JI Sフォントの読み込み

の 3通りをサポートしており大変手軽に文字フォントが作成できます c

そして、入カフォントの修正はマウスを使用することにより行えます。

また文字変形機能により任意の 2文字間の中問パターンを作成可能で

すe 作成した文字フォントは外部ファイルとして保存し、 ワープロの

外字フォントとして利用できます。

また、 このプログラム内部から動作可能な認識特徴として

① 文字線の大まかな 外部形状に恕目した ペリフェラル特徴

② 文字線の大まかな 複雑さに箔目した 線密度特徴

③ 文字線の大まかな 襟度分布に沿目した メッシュ特徴

があります。

これらの認識特徴を基に、 L 1距離 ・L2距離・類似度のいずれかを

尺度として選択し、 文字認識を行うことが可能です。文字作成機能と

文字認識機能を密に結合することにより文字認識手法の特徴（短所・

長所）や作成した文字の形状を簡単に分析評価する事ができます。本

エデイターの具体的な起動条件と方法は付録に示します。
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2. フォントエデイター（フェーブル）の概要

フォントエデイターは図 1に示す階層構造メニューからマウスによ

り種々の機能を選んで実行させる構成になっています。 フェーブルは

起動時にくメニューモード＞となり、編集文字の移動、交換、 および

他のモードヘの指定を行います。 また、 く修正モード＞は、マウスの

機能の選択を行います。＜外部入カモード＞は編集文字の人力方法の

指定、く後処理モード＞は編集し終った文字の登録• 印刷・認識など

の処理の指定をおこないます。＜文字認識モード＞では、 編集文字に

対して複数の認識手法による認識実験を行うことができます。

曇
賣

く修正モード＞ ［連 0 N] 

［ノーマル］

［連 0 F F] 

［危険です］

［鼠感覚］

<-> [1->2] 

[ 1← → 2 J 

一［外部入力］
r一-I [後処理］

［終了］

くメニュモード＞

• 

く外部入カモード >I く後処理モード＞

［文字一覧］ ［文字登録］

［文字入力］ ［画面印刷］

［画像入力］ ［文字認識］

[ E S C] ［文字変形］

[ E S CJ 

く文字認識モード＞

認識特徴［類似評価］

認識尺度

［線密度J [f¥'1)7ェラ）!, J [メッシュ］

[ L 1距離J [ L 2距離］ ［類似度］

[ E S C] 

• 

，，， 

図 1 階層楠造メニュー一覧
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3 フェーブルの動作機能

3. 1 . フォントの作成方法

3 . 1 . 1 マウス入力

まず、 フェーブルは起動時に、 かな漠字変換時に読み込む J I Sフォ

ントファイル及び既作成フォントの登録ファイルの保存ディスク名を指

定した後自動的にフォント作成修正モードになります。 このモードでは、

マウスを使用することにより 24 X 2 4 ドットのフォントが作成できま

す。 キーボードからの入力は必要としません。図 2がマウス入力時の画

面であり、左側の編集文字用 24 X 2 4 ドットのマス目に作成します。

なお、 カーソルは編集文字と参照文字の同じ場所に表示されています。

面易フ、ォントエデイター
ナ十タン・ ON OFF 

［モード］ 追加ON.)-マル速OFF 卸妥です鼠団も
左ボタンで選択

修正モードと

して、 ［連続

ON  J ［連続 編 令右錮眩字

0 F F] ［ノ

ーマル］の 3

種類が選択で

きます。 [ J 

ーマル］モー

ドではマウ 図 2 マウスによる入力画而

スの左ボタンでカーソルの存在するマス目の白／黒を反転できます。 ま

た、 ［連続 0.NJ ではマウスの左ボタンを押しながらマウスを動かすこ

とにより連続してドットを ONにできます。 ［連続 0 F F Jは、 ドット

を連続して消すことができます。 ［鼠感覚］を選択すればマウスの感度

を変更できます。修正モードにはフォント作成マス目の左上隅から上方

向にマウスを動かせばいつでも入ることができます。

3. 1 . 2 かな漠字変換入力

フォントを作成するために既存のフォントを参照しながら、 あるいは

既存のフォントをもとに修正して作成する場合に、 既存のフォントとし

て JI S 6 2 3 4のすべてのフォント (24X24 ドット）を利用する

-3-



9鴫

ことができます。 しかしながら、 このフォントを呼び出すために J I S 

コードや区点コードを与えることはフォント作成者にとってかなりの貨

担となります。 そこで、 本エデイターでは、 かな淫字変換を利用して目

的とする撲字を呼び出しています。 また逆に目的とする渡字の J I Sコ

ード・区点コードなどを漠字を与えるだけで知る事もでき、 淫字コード

表としても活用可能です。 この機能はくメニューモード＞の「外部入力」

モードで「文字入力」を選択することによって利用することができます C

図 3に、 かな渓字変換を利用したフォント入力画面の例を示します。尚、

かな漢字変換には AT O K 5を使用していますので、 日本語ワープロ「

一太郎」と同様の手順で行うことができます。

ー

マワスの左のボタンで文字を選ぶ

寓話を信じますか
シフト JI S8bf5 9862 82f0 904d 82b6 82dc 82b7 82a9 
JISコード36774f43 2472 3f2e 2438 245e 2439 242b 
区虚コード 2287 4735 0482 3114 0424 0462 0425 0411 

編集文字参賠文字

信話

図3 かな漠字変換を利用したフォントの入力

3. 1 . 3 イメージスキャナー入力

ロゴやキャラクターのフォントを作成するために、他の印刷物を参考

にして作成する場合とか、文字認識を行う文字を印刷物もしくは手書き

文書から取りたいときにこのイメージスキャナー入力を使用しますc

イメージスキャナー・から直接に読み込むことは本プログラムではサポー

トしていませんが、 ユーティリティーとして作成しました画像読み取り
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プログラム.. 「yomuzo] で取り込んだ画像ファイルを入カファイ

ルとして利用可能です。 この機能は、 「外部入力」モードで「画像入力」

を選択することによって利用することができます。 画像ファイルの取り

込み例を図 4に示します。取り込み画像の読み取り線密度はユーティリ

ティー・プログラムで変更できます (3. 5~9. 4 5ドット /mm) 。

接続可能イメージスキャナー PC-IN503, 502, 501 

画像読み取りプログラム [yomuzo]  

画像転送 9 6 0 0ボー (RS-232C)

読み取り速度 約 3分 (10X5cm)

過

・
【
道
】
g
uュ

レ：
J
卜．

ド
ウ
i

レ

＂＇し'．
 

0

【過】
〖
過
〗

ヵす
x.、9
J

十
二
両 ... ―-- l ..  

t口 I¥
―-
図4 画像データの取り込み例
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” 
ディスプレイ上に表示

された画像データをフォ

ントとして取り込むには、

マウスを操作してフォン

トとして切り取るべき矩

形領域を指定します。 図

4から切り取った例とし

て、 図 4の"道”から切

り取った＂首"のフォン

トを圏 5に示します。

3. 2 字形評価

作成したフォ H屈

ントの字形を評

価するために、

「文字認識」モ

ードで「類似評

価」機能を選択

することにより、

編集文字と参照

文字問の類似度

や重なりドット

数などを計算で

きます。尚、ディ

イター
¥J OFF 
印刷文字入力画像入力

賀首参賠文字

緒集文字

．
 

｀
 

ESC 

図 5 画像データからのフォント作成例

賀貿参照文字

． 
戸やターン

｀ 
ドット忍： 169 

門
パターン ドッ疇： 190 

121 
早應類似座 0.675 
ペリフェ?)レ類似度 1次：0.946 l +2次 ： 0.933 

圏 6 文字評価例

スプレイ上では文字問の重なり具合いが色分けして表示されます。
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3. 3 文字認識

作成したフォントに対して、 フェーブルから文字認識を行うことが

できます。 この機能は「後処理」モードで「文字認識」モードを選択す

ることにより実行することができます。文字作成機能と文字認識機能を

同一プログラム内で実現したことにより、 他の文字フォントと比較して、

視認性の高い文字フォントの作成が可能となりました。 また、文字認識

手法の性能及び特徴を簡単に評価することもできます。フェーブルが標

準サポートしている文字認識手法は、①ペリフェラル特徴 ②線密度特

徴 ③ メッシュ特徴を利用した 3種類の手法です。

それぞれ手法は認識尺度として L 1距離 ・L2距離・類似度の 3種類の

尺度を選んで文字認識を行うことができます。認識アルゴリズムおよび

認識尺度について示します。

3. 3 . 1 特徴抽出

① ペリフェラル特徴を利用した文字認識手法

この手法は、 文

字パターンはスト

ロークの輪郭形状

によっても特徴付

けられていると考

え、周辺からみた

大まかな輪郭形状

の特徴をとらえよ 図 7 ペリフェラル特徴 (1次： 2次）

うとするものです。ペリフェラル特徴は、 図 7に示すように 24 X 2 4 

ドットの文字パターンの領域の外枠を大まかに分割し（フェーブルでは

6分割）、分割された各部分から反対側に向かって文字部に出会うまで

領域の面積を特徴として抽出します。 1次特徴は最初に文字部に出会う

までの領域、 2次特徴は 2度目に文字部に出会うまでの領域となります。

フェーブルでは、上下左右方向にそれぞれ 24本走査し走査線 4本分を

1つの特徴として 6次元ずつを、 1次ペリフェラル特徴と 2次ペリフェ

ラル特徴で合計 4 8次元の特徴を抽出し、 文字認識を行っています。

-7-



② 線密度特徴を利用した文字認識手法

線密度特徴は図 8に示す様に、

垂直・十 4 5度・水平・-4 5 
:f1 

度方向に文字パターンを走査し、 g 

そのときに横切った文字線数を

計数する事によって抽出されま

す。 フェーブルでは、文字が 2

4 X 2 4 ドットで構成されてい

るので垂腹• 水平方向は 24本、

土 4 5度方向は 47本走査する

｛＊平｝

ことになります。抽出された垂 図 8 線密度特徴

匝方向及び水平方向の特徴は走査 2本分を 1つの特徴として 12次元ず

つ 24次元の特徴となり、 土 4 5度方向の特徴は 4本分を 1つの特徴と

して 12次元ずつ 24次元の特徴となります（尚、 1 2本目は重複計算

します）口合計 4 8次元の特徴を文字毎に計算し文字認識を行っていま

す。

③ メッシュ特徴を利用した文字認識

メッシュ特徴は、文字パターンを NXNの粗いメッシュ領域に分割し、

その各々のメッシュ領域に含まれる文字部（黒点）の数を計数すること

により抽出されます。 フェーブルでは 6X 6の粗いメッシュ領域に文字

を領域分割して合計 3 6次元の特徴を文字毎に計算し文字認識を行って

います。
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3. 3 . 2 認識尺度

L 1距離 ・L2距離・類似度の認識尺度に付いて計算式を式 (1)

(2) (3) に示します。

4 8 

(L 1) = I: Pk  - R k (1) 

k = 1 

「オ——-------

(L 2) = 
I 
J~(Pk-Rk) 2 
k = 1 

(2) 

48 

I: p k 
k = 1 

・R  k 

（類似度）＝ (3) 

「す——----

j !: p 
k = 1 
k・P  k 

戸―—------

俎いRk ・R  k 

(p kは入力文字の特徴ベクトル、 R kは辞書文字の特徴ベクトル）

プログラムを変更することにより他の文字認識手法を組み込むことが可

能です。ただし文字認識を実行するのが PC-9801 (CPU808 

6程度）なのでリアルタイムで文字認識を行うわけにはいきません。 P 

C - 9 8 0 1 V X (80286+80287)を使用した場合、認識尺度に[L 1 ] 

[ L 2 Jを選択すれば約 3秒、 ［類似度］を選択すれば約 13秒程度、

1文字を認識するのにかかります。認識時問のかなりかかる文字認識手

法の評価をサポートするために RS-232Cを介して上位のホスト・

マシン (VAX等）と通信を行えるようにする予定です。

図 9- 1、 9 - 2、 9 - 3に、 手書き文字データをイメージスキャナで

読み込みフォントとして切り出した後、文字認識を各々の特徴で行った

例を示します。認識尺度は何れも L 1距離を用いました。図に示す様に、

分類基準を満足する候補文字が最大 10個表示されます。
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私は遂を逆と麟ます左ポタン74

遥暑選函贔喜逼運蓋忍
図 9- l 線密度特徴認識結果（尺度 L l) 

誓遂を遂と誌みます左ボタン301

暑崖痙蓮嘉喜蓮喜麗蓬

図 9- 2 ペリフェラル特徴認識結果（尺度 L 1) 

私は遂を逆と話みます左ボタン66

選逼逼退是蓮遜逼骨嘉
図 9- 3 メッシュ特徴認識結果（尺度 L 1) 
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3. 4 フォントの変形

作成したフォントに対して、 自動中問パターン作成機能により任意の

2個のパターン問の中間パターンを作成することができます。 この機能

は「後処理」モードで「文字変形」を選択することによって利用でき、

文字変形の詳細アルゴリズムは付録 2に示します。 またこの機能は文字

パターンだけでなく全ての 2値画像パターンに適用できます。 この機能

を使用して作成した中間パターンの例を図 10・1 1に示します。

編集文字 参賠文字

ヨ E:: 

左ボタン
↓
 

↑
 

t i- +十一

図 10 

編集文字

パターン変形例

、牛口
坦日目参照文字

↓
 

↑
 左ボタン 、土、土・ヰとロ

坦 )1:!氾区応1日日

図 11 文字変形例
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3. 5 作成フォントの人出力

本エデイターにより作成したフォントは、

して保存しています。 また、 プログラム動作中は 10 0文字分のデータ

MS-DOSのファイルと

をVRAMに保持しています。 作成フォントファイルは日本語ワードプ

ロセッサー （一太郎）

ントファイルに保存するためには、

登録する位置をマウスによって決めることにより可能です。

「後処理」

選択し、

た、

覧」 を選択し

25TJ 

24
賀
23
貿
22
超
21
賀

の外字として利用可能です。

既登録文字フォントを修正するには

作成フォントをフォ

モードで

「外部入力」

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 !:.,2 53 

翌酋黄多桑荼次■打‘樽塩灌ん

「文字登録」

モードで 「文字一

修正する文字フォント位脱を指定することによって可能

です。 図 12はフォント入出力時に表示される画面の例です。

登録文字一臣表左ボタン： EDIT 右ボタン：ページ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1~14 15 16 
森超.......-「も森大視 I應 p@p れ塁〗~ ~; ;;., で

26 27 28 29 30 31 32 癸 34 35 36 

w ](登信長r岩漢否雨弘→
56
晒
55

弘
54
こソ

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 7~74 75 76 

迂丹湛月右色進角潟越還岩郭過遂追
86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 

の見た雄呉紅奥漠字字漢
81 82 83 84 85 

峙瀬飛津合

柊ll 2 

3. 6 その他の機能

前節までの機能の他に次のような機能があります

編集画面の印刷

フォント入出力の例

「後処理」

編集文字と参照文字の交換

編集文字を参照文字へ複写

また、

「ハードコピーしますか」

モードで 「画面印刷 j

（メニューモードで

（メニューモードで

を選択）

「1← → 2」

[1->2] 

を選択）

を選択）

文字保存ファイルの一覧印刷は文字入出力画面で出力される、

に"

を

ま

y" 

・ロ

と入力することにより行えます。
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4. フェーブルの使用例

フェーブルを文字認識研究に利用した 2つの例を以下に示します。

4. 1 文字認識法の比較

フェーブルは、 これまでに文字認識法として提案されている 3つの認

識特徴、 3つの認識尺度をそれぞれ自由に選択して、認識法の特性を調

べることができます。そこで、 図 13に示すような .JI Sフォントの漢

字”横”の認識実験を基に、文字認識法の比較を行いました。その結果、

以下のような点が明らかになりました。

① 9種類の認識結果で 10位までの候補がまったく同じ漠字集合で

あるようなものはない。

② 同じ認識特徴を用いても、 認識尺度が異なれば認識順位ばかりで

なく、候補となる漠字も違う。従って、認識法のよしあしには抽出する

認識特徴と認識尺度の双方の検証が必要である。

③ ”横＂以外に共通して候補に挙がっている漠字は"構＂しかない。

また、線密度特徴・類似度の場合の ti 趨”のように人間にとって思いが

けない候補が挙ってくる。

④ペリフェラル特徴によれば、 どの認識尺度でも、候補の漠字が木へ

んの文字となっている。 これはペリフェラル特徴が外形を反映した特徴

である為と考えられる。

⑤ペリフェラル特徴とメッシュ特徴の結果を比較すると、 どんな認識

尺度を選択しても、"横”と ti 構 ti 以外共通候補がない。従って、 2つ

の特徴の独立性は高く、両特徴の併用効果が大きいことが予想される。

以上は、 1文字の認識結果からの考察でありかなり乱暴な結論ですが、

このような形で様々な文字パターンについて認識実験が行われれば、必

要とされる文字認識技術が少しずつ明らかになるのではないでしょうか。

4. 2 変形文字の認識

フェーブルは、 2つの漠字の中間パターンを簡単に作成することがで

きます。 したがって、 文字認識法で大きな問題となる類似漠字の識別に

ついて、 この中間パターンを用いた認識実験によって検討することがで

-13-



きます。例えば、漠字”金”と"全”の中間パターンとして得られる図

1 4の 2パターンがどちらに認識されるのが妥当かといった問題を考え

てみます。

妥当性の基準として人間の判断基準を利用してみることにします。心

理実験によって、図 14 に示す 2パターンが漢字"金”に類似している

か、 "全”に類似しているかを 7段階評定("金" = 7、 ”全" = 1) 

させました。被験者は 8名です。

心理実験の結果を平均すると、 パターン 1 (図 14の編集文字）に対

して 4. 6 3, パターン 2 (図 14の参照文字）に対して 2。 3 8とい

う結果を得ました。すなわち、人間はパターン 1は"金"に類似し、パ

ターン 2は"全”に類似していると評価したことになります。 これと同

じ結果が得られるような認識法が人間の判断基準に近い認識法というこ

とになります。

4 . 1と同じように、 3つの認識特徴、 3つの認識尺度をそれぞれ選

択した 9種類の認識法で認識実験を行いました。 図 14は認識特徴がペ

リフェラル特徴、認識尺度が L1距離の場合のパターン 1に対する認識結

果です。 9種類の認識実験の結果、 パターン 1が ”金”、 パターン 2

が”全”と認識されるのは、ペリフェラル特徴で L1距離、 L 2距離のと

きと、 メッシュ特徴ですべての認識尺度のときでした。但し、 メッシュ

特徴の場合パターン 2に対する認識結果の第 2位はいずれの認識尺度で

も”金"ではなく、"介”でした。

このように、高精度の認識法を開発するには、 今後共より人間の認識

基準に近い認識法の追及が必要と考えます。
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櫨噌晨塩禰履晨慮慮履

櫨膚虜轟履虞雇覆嵐欄

1吼麗寝羅履襲履隠喜繹糎
線密度特徴文字認識

櫨属履檬麗屑籠極嘉羅

蘭覆復晨着膚裔喜贔履
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崖
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齋
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堺廣禰層藉罹履履欝藷籠
メッシュ特徴文字認識

図 13 漢字”横＂に対する文字認識結果

（各々の認識尺度 上段： L 1 , 中段： L 2, 下段：類似度）
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左ボタン202
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里 璽 笈反 更

447
亙

図 14 文字認識例（金と全から作成した中問文字について）

-16-



5. むすび

フェ ー プルはマウスを使用することにより、 よりよいフォント作成環

境を目指して作成したものです。 また、 フォントの人力にマウスからだ

けでなくかな裸字変換 (ATOK5) 及び画像デ ー タ入力が可能であり

非常に簡単に希望とするフォントが作成できます。動作辿度についても、

P C 9 8 0 1のハ ー ドウェアを OS (MS-DOS) を介さないでアク

セスしているのでかなり高速です。 しかし、 その反面 P C 9 8 0 1以

外の機種への移植性に問題があると思います。本エデイタ ー の利用分野

として 、 文字のデザイン評価、 文字認識機械の開発、他に 、 マンマシン

インタフ ェ イス研究のための視党刺激作成ツ ー ルとしても有望と考えら

れます。特に、 フェ ー プルが文字認識手法の開発に活用されよりよい手

法が確立されることを希望する。

謝辞 ハ ー ドウェアについて調杏して戴いた A T R祝聴党研究所

駒木根研究員

及び、 視聴党機構研究所の諸氏に感謝します。
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プログラムの起動方法と条件

7 able が動作するために必要なファイル

① fable.com 本体

② jis6234.dat 

② 'at、ok.dic

.J I Sフォントファイル

一太郎の辞書ファイル

③ henkei .dat 作成フォント登録ファイル

④ peirhe.dat ペリフェラル特徴辞書

⑤ senmitu.dat 線密度特徴辞書

⑥ messyu.dat メッシュ特徴辞書

付録 1 

⑦ XXXX.dat 「画像入力」機能を動作させる場合に必要な画像

①②③  

②’ 

④⑤⑥  

は 絶対に必要なファイル

は かな漢字変換に必要なファイル

は 文字認識を動作させるために必要な辞書

⑦ は 両像入カユーティリティ [yomuzo] で作成

した画像ファイル

上記プログラムは PC - 9 8 0 1のMS-DOS (Ver. 3. 1) 

上で動作します。

［環境］

・④⑤⑥ は RAMディスクに臨いた方が認識速度が向上します。

• かな漠字変換を使用するためには atok5a.sys atok5b.sys atok.dic 

が必要です。 これらのファイルは一太郎を買うともれなく付いてきます。

．．マウスを使用しているので、マウスドライバを組み込んで下さい。具

体的には， config.sysに DEVICE=mouse.sys を付け加えるだけです。

・グラフィックを使用するために、 graph.com が必要です。 graph.com

は本プログラムにもれなく付いてきますので、 P C - 9 8 O 1の立ち上

げ時に 1度実行して下さい。 graph.comの作者に感謝しましょう！



? ab LEの内容

fable.com 

辞書の内容

senmitu.dat 

(448k) 

pei phe.dat 

(448k) 

付録 1- 2 

記述言語 Turbo pascal 

プログラムサイズ 6 1 K 

1文字当り 12 8バイトで構成されている

総文字数 3 5 0 0文字 (J I S第 1水準）

1文字当り 12 8バイトで描成されている

総文字数 3 5 0 0文字 (J I S第 1水準）

ー文字 (l 2 8バイト）楠成表

0 ~ 1 
2 

3 ~ 5 0 
5 1 ~ 5 2 
5 3 

J I Sコード上位・下位

文字種 (0: 非漠字、 1 : J I S第 1水準）

文字特徴 (4 8次元）

文字特徴（文字認識前に計算可能な値）

使用していません

54~125  フォントパターン (JIS6234)

1 2 6, 1 2 7 使用していません

messyu.dat 1文字当り 38バイトで構成されている

(133k) 総文字数 3 5 0 0文字 (JI S第 1水準）

0 ~ 3 5 文字特徴 (3 6次元）

3 6 ~ 3 7 文字特徴（文字認識前に計算可能な値）

jis6234.dat JI SC  6 2 3 4 (ドットプリンタ用 24 ドット字形）

(892k) と文字データ部の構成が同じ MS-DOSのファイル



付録 2

変形パターンの作成法

2つの 2値閃形を f。(X, Y)と fn+l (x,y)とし、総ての画素は 0もしく

は 1の値をとるものとする。 この 2つの図形の n個の中間パターン fi ( 

x,y),i=l,nを以下のように定義する。

＇ 

e
 
s
 

2
-
ー

e
 

（ 
(n+i)*X。-i*Xn+l
------ii―---------

(n+ i)*Y。-i*Yn+l 
------ri----------) -1 

f i (x,y)= 0 

但し、 X0'y0'X戸 1, Y n .. 1は以下の 2つの条件のうち何れかを満たす。

1) f。(x,y)=f n+l (Xn+l ,Yn->1)= 1を満たす任意の (X'y)のうち、

(X0'y。)は (Xn _. 1 , Y戸 1)からの距離 (x-xn.. 1)2+(y-yn .. 1)2が最小である。

2) f。(X0'y。)= f n+l (x,y)= 1を満たす任意の (X'y)のうち、

(X n .. 1 , 灼'n.. 1)は (X0'y。)からの距離 (X。一 x)2+(y。一 y戸が最小である。
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{
‘
¥
（
l
‘
(
C

this file is J!S6234<24*24) edit program} 
avai_l graphic routine made in K[T[ } 
copy from fontedt.pas 1986.10.14 l 

1986.11.30 l 
1986.12.03 l 
1986.12.08 l 
1987.03.06 } 
1987.03.13 } 
1987.04.27 } 

character recog + 
PC-IN503 data get + 
ATOK AUTO START + 
messyu recog + 

{ V-RAM direct and xor LINE plus 
(for escape code to CRT> 
(for graphic } 
(for KANJ I to VRAM } 
(for mouse } 
(for hard copy } 
(for ATOK5 cal I without CTRL-XFER key } 

<* DEBUG FLAG *l 
{* DOT PATTERN MIN WIDTH 6 *} 
(* LEFT REF.PATTERN X LOCATION 100 *} 
<* RIGHT REF.PATTERN X LOCATION 300 *> 
<* HEAD LOCATIONS OF 2 PATTERNS *} 
(* FOR PAINT *l 
(* MENU LOCATION *l 
<* MENU LOCATION *> 
(* MENU LOCATION*> 
<* MENU LOCATION *l 
{ * MENU LOCATION *l 

type 
fontbuf = array[ 1 .. 128) of byte ; 
menuyou = string[l20J ; 
gaibuf = array[l. .2,0 .• 23,0 .. 23) of integer: 
sortbuf = array[O .• 3500) of integer: 

var 
buf : getbuf : 
tmp : byte ; 
tmp2 : integer ; 
tmpl : integer ; 
x,Y : integer ; 
px,py : integer ; 
i.Lk,l.m : integer ; 
fp,fq,fr : file ; 
ans : string[4J ; 
gdata : array[!. .5,0 •. 400) of byte; 
eel i_dat : array[O .• 400) of byte; 
de! l_dat : array[O .. 400) of byte; 
xx : array[!. .5) of integer: 
yy : array[!. .5) of integer; 
ga i j i _da t : ga i bu f : 
wdata : fontbuf ; 
rmb,lmb : integer ; 
iro : integer : 
pass_f : byte : 
Jast_page : byte : 
koko,koko2 : integer : 
hide・:  integer : 
hide2 : integer ; 
syakudo : integer : 
ue,lue,yoko,rue: byte . : 
moLdat : array[O .. 299,0 .. 127) of byte; 
mo_dat : array[O .. 299,0 •• 37) of byte: 
ansl : array[O .• 20) of char ; <* get key buffer *l 

{* 128 bytes read buffer 
{* temporary*> 
{* temporary*> 
{* temporary *> 
<* x - y absolute location*) 
<* select menu x location *> 
<* loop counter*) 
{* file pointer*) 
<* answer buffer*} 
(* get put bufer *) 
<* cel 1 paint data *> 
l* cell paint data*> 
(* put x-location of get data*) 
<* put y-location of get data*) 
(* ga i j i data *}・ ・ 
<* font data buffer *l 
<* mouse botton *} 
{* font hyouji color *} 
<* redraw flag o:yes l:no *l 

＊） 

{$! fablel.pasl 
procedure f_save; 
var 
moj i_sum 
page_sum 
now_page 
max_x,max_y 
tx, ty 
mx, my 
begin 
mou_flush; 
mousexrange<Z00,344); 
mouseyrange<70,324l; 
mousepset<270,70l; 
repeat 
mousepget <x. y, I mb, rmb); 
if (y(300) 
then 
begin 
mx := LER; 
my := UP-30; 
end; 

<x<300land <y<300l 
then 
begin 
mx := LER-30; 
mY := UP-30; 
end; 

(ZOO<=x)and (X く230) and (y)=300> 

then 

r
r
r
r
r
r
 

e
e
e
e
e
e
 

g
g
g
g
g
g
 

e
e
e
e
e
e
 

t
t
t
t
t
t
 

n
n
n
n
n
n
 

・1
.
l
i
i
.
l
i

•••••••••••• 
I* touroku moji sum *) 
I* touroku moji sum/200 *) 
I* now look page *l 
I* save max location *> 

i f 

i f 



begin 
mx := 200; 
my := 300; 
end: 

if <230<=xland <x く260J and <y>=300) 
then 
begin 
mx := 230; 
my := 300; 
end; 

if C260<=xland ex く290) and <y>=300l 
then 
begin 
mx := 260; 
my := 300; 
end; 

if (290<=xland <x <320) and Cy>=300l 
then 
begin 
mx := 290; 
my := 300; 
end; 

if (320<=xland <x <350J and <y>=300l 
then 
begin 
mx := 320; 
my := 300; 
end; 

I in e < mx-1 , my-1 , mx+ 2 4 , my+ 2 4 , 4 , 1 • O, o, o, O, o, o l ; 
delay<ZOOl; 
I i ne < mx-1 , mY-1 , mx + 2 4, my+ 2 4 , O , 1 , O. 0, O, 0, O. OJ ; 

until (lmb = ll; 
mou_flush; 
makewdatacmx,my,wdatal; 
get < mx, my, mx + 2 3, my +2 3, of s c gda ta [ 3 J [ O l l , s eg (gda ta [ 3 l [ O l l , 2 3 O l ; 
mousexrange < O, 639 J; 
mouseyrange(O, 399l; 
port[$a6J := 1; 
port[$a4J := 1; 
reset<fqJ; 
moji_sum := filesize<fq); 
page_sum := <moji_sum div 100) + J; 
now_page := last_page; 
max_x :=≪moji_sum mod lOOl mod 20); 
max_y := C(moji_sum mod 100) div 20); 
mousepset<O,Ol; 
mousexrange<0,99l; 
mouseyrange<0,24); 
rmb := 1; 
clrscr; 
if <now_page く〉 Ol then 
begin 
gotoxy<IO 
writeln<'社錆文字一覧表左ボタン：登録右ボタン：ページ');
tmpl := <no又 page -ll*lOO; 
for i := tmpl+l to tmpl+lOO do 
begin 
gotoxy≪<i-ll mod 20l*4+1,2+((i-l-tmpll div 20l*3l; 
write<i:3J; 
end; 

end: 
repeat 
if last_page = O then 
begin 
if rmb = 1 then 
begin 
now_page := now_page + l; 
if now_page > page_sum 
then no立 page : = 1; 

tmpl := <now_page -ll*lOO; 
els; 
clrscr: 
gotoxy(lO 
writeln('蝉文字一覧表左ボタン：登録右ボタン：ページ）；
for i := tmpl+l to tmpl+lOO do 
begin 
gotoxy<CCi-ll mod 20l*4+1,2+C(i-1-tmpll div 20l>1<3l; 
write<i:3l; 
end; 
seek(fq, <now_page-ll*lOOl; 
tmp2 := 100; 
if <now_page = page_suml 
then tmp2 := (moji_sum mod 100): 

for i := 1 to tmp2 do 
begin 
blockread(fq,buf ,1,tmpll; 
kanp24(((i-1J mod 20l>1<32+1,32+48*≪i-1J div 20),7,bufl; 

end; 
mou_flush; 
last_page := now_page; 

end; 
end; 
tx := ex div 5); 
ty := <y div 5J; 
if (now_page = page_sum) 
then 
if ((ty >max_y) or≪ty = max_yl and <tx>= max_xlll 

then 
begin 
tx := max_x; 
ty := max_y; 



if tx = 20 then 
begin 
t X : = 0; 
ty := max_y +l; 
end; 
mousepset < t x>1<5+ I. t y>1<5+ I l; 

end; 
line<tx*32,ty*48+31,tx*32+25,ty>1<48+57,3,l,O,O,O,O,O,Ol; 
delay()OO>; 
I in e (t x >1<3 2 , t y>l<4 I¥+ 31 , t X*3 2 + 2 5, t Y*4 8 + 5 7, 0 , I , 0 , 0, 0, 0, 0, 0) ; 
mousepget<x,y, lmb,rmb); 
if (lmb = ll then 
begin 
reset(fql; 
seek<fq,ty*20+tx+<now_page-1)>1<JOOl; 
block w r i t e < f q , wda ta, 1, t mp I l ; 

ga i j i _get < t x >1<3 2 + I , t y >1<4 8 + 3 2, 1 • ga i j i _da t l ; 
get (t x >1<3 2 + I , t y *4 8 + 3 2 , t X*3 2 + 2 4 , t y *4 8 + 5 5 , of s < gda ta [ 1 l [ 0 l) , s eg < gda ta [ l l [ 0 l l , 2 3 O l ; 

put (t x >1<3 2 + 1 , t y >1<4 8+ 3 2, of s < gda ta [ 3 J [ 0 l) , s eg (gda ta [ 3 J [ 0 J) • 2 3 0, 0 , 0, 0, 0) ; 
end: 
if <rmb = ll then 
last_page : = o; 

until <lmb = ll; 
mousexrange(0,639); 
mouseyrange <O, 399 l; 
reset(fql; 
seek< fq, f i I esi ze< fql)・
port[$a6J := O; (*描画アクセス
c Is; 
clrscr; 
port[$a4l := O; 

end: 
｛＊表示アクセス

プレーン1*} 

プレーン1>I<} 

procedure 
var 
moji_sum 
page_sum 
now_page 
max_x,max_y 
tx, ty 
begin 

port[$a4l := 1; 
port[$a6l := 1; 
reset(fql; 
moji_sum := filesize<fql; 
page_sum := (moji_sum div 100) + 1; 
max_x :=≪moji_sum mod 100) mod 20); 
max_y :=≪moji_sum mod 100) div 20); 
now_page := last_page; 
mousepset<O,Ol; 
mousexrange<O, 99); 
mouseyrange<0,24); 
rmb := 1; 
clrscr: 
if now_page く〉 o then 
begin 
gotoxy<IO 
writeln<'聾馘文字一覧表左ボタン： EDIT 
tmpl := <now_page -ll*lOO; 
for i: = tmpl+l to tmpl+lOO do 
begin 
gotoxy(((i-ll mod 20l*4+1,2+((i-1-tmpll div 20)*3); 
write<i:3l; 
end; 
end; 
repeat 
if last_page = O then 
begin 
if rmb = 1 then 
begin 
now_page := now_page + I: 
if now_page > page_sum 
then now_page := I; 

tmpl := <now_page -ll*lOO; 
c Is; 
clrscr; 

writeln('贔輝10墳表左ボタン： EDIT 
for I:= tmpl+l to tmpl+lOO do, 
begin 
write<",2+((i-l-tmpll div 20>*3,';',(<i-ll mod 20l*4+1,'H',i:3l; 
｛ 

gotoxy<<<i-ll mod 20l*4+1,2+≪i-l-tmpll div 20l*3l; 
write(i:3l; 
｝ 

end; 
seek(fq, <now_page-ll*lOOl; 
tmp2 := 100; 
if <now_page = page_suml 
then tmp2 := <moji_sum mod 100); 

for i:= 1 to tmp2 do 
begin 
b I ockread < fq, buf, 1, t mpl l; 
kanp24≪(i-ll mod 20l*32+],32+48*<(i-ll div 20),7,bufl; 

end; 
mou_flush; 
Jast ___ page := now_page; 

end: 
end: 

f_look; 
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{* touroku moj i sum *> 
{ * touroku mo j i sum/200 *l 
{* now look page *l 
{* save max location *l 

右ボタン：ページ・）；

右ボタン：ページ'):



end; 

訟： = <x div 5l; 
ty := <y div 5l; 
if <now_page = page_suml 
then 
if <<ty >max_yl or <<ty = max_yl and <tx〉= max_xlll 
then 
begin 
tx := max x・ 
ty := max_y; 
if tx = 20 then 
begin 
tx : = o; 
ty := max_y +l; 

end; 
mousepset < tx*5+1, tY*5+1 l; 
end; 

line<tx*32,tY*48+31,tx*32+25,ty*48+57,3,l,O,O,O,O,O,Ol; 
delaY<lOOl; 
line<tX*32,ty*48+31,tX*32+25,ty*48+57,0,l,0,0,0,0,0,0); 
mousepget(x,y, lmb,rmbl; 
if < l mb = l l then 
begin 
ga i j i_ge t < t x *3 2 + 1 • t Y*4 8 + 3 2, 1 , ga i j i _da t l ; 
get < t X*3 2 + l , t y *4 8 + 32 , t X*3 2 + 2 4, t Y *4 8 + 5 5, a f s < gda ta [ 1 J [ 0 l) , s eg (gda ta [ l l [ 0 l l , 2 3 0 l ; 
end; 
if <rmb = ll then 
last_page := O; 

until <Imb = ll: 
mouseyrange<0,399); 
reset(fql; 
seek(fq, fi lesize<fq)); 
mou_flush; 
gotoxy<l,ll; 
textcolor 2l; 
writeln<'之＜＜ ハードコピー＞＞＞しますか？ 左ボタン： No  右ボタン： Yes・i: 
repeat 
mousepget <x. y. I mb, rmbl; 
if<rmb=ll 
then 
begin 
gotoxy<lO JO)・
writeln<'約2分お待ち下さい');
hard_copy_screen; 

end; 
until Clmb = ll or <rmb = ll; 
textcolor(7l; 
mou_flush; 
port[$a6J := O; 
c Is; 
clrscr; 
port[$a4J := O; 

procedure font_ed it; 
var 
calx,caly 
cell_x,cell_Y 
PX 

integer 
integer 
integer 
integer 
integer 

on_mode 
hide3 
begin 
pass_f := o; 
on_罰ode := o; 
mousexrange<LEL,LEL+CELL*24-ll; 
mouseyrangeCUP-l,UP+CELL*24-ll; 
mousepset<LEL+CELL*2,UP+CELL*2>; 
mousesens(4,4l; 
repeat {*フォントエデイター＊）
mousepget(x,y,lmb,rmb); 
if (y = <UP-1)) and (X 〉 LELl then 

y := UP; 
if (y = CUP - ll) and <x = LELl 
then 

{* temporaly *l 
{* cell location*} 
{* select menu *l 
(* succesive on *l 

begin 
PX : = menu_ha l'[モード］
case PX of 

連続ON Jーマル連OFF 危険です鼠感覚＇）；

ENDX: 
begin 
on_mode := ON_ON; 
end: 

SAVEX: 
begin 
on_mode := ON_OFF; 
end; 

LOOKX: 

OPTX: 

begin 
on_mode := OFF_OFF; 
end; 

begin 

for i : =7 down to O do 
begin 
gotoxy<l, 18): 
esc_seq <REV_BL, 37-i l; 
writeln<' 

疇ま刺阿匹亨 '); 
＇）； 

writeln<' 
writeln<'or1 ＇）・
町 iteln <' ~ 死角研究室の ，＇）； 
writeln<' oko  s awaです ）： 
writeln<' 
gotoxy(l, 18); 

＇）・， 
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delay(500l; 
end; 

esc_seq<RESET,Ol; 
textcolor<7>; 

end; 
OPT2X: 
begin 
if hide= 1 
then 
hide := 2 
else 
hide:= l; 

hide3 := l; 
esc_seq<REV_BL,GREENl; 
write<'MOUSE INTERVAL [0-3]'l; 
readln<hide3l; 
esc_seq<RESET,OJ; 
esc_seq <REV_ I ND, 1 l; 
write<''l;  
Port[$bfdb] := hide3; 

end; 

end; 
gotoxy<l,3); 
writeln<' 右ボタン： MENU •i· 
writeln<''J;  
mousexrange<LEL,LEL+CELL*24-1J; 
mouseyrange<UP-l ,UP+CELL*24-J l; 

end 
else 
begin 
calx := ((x - LEU div CELL>; 
cell_x := calx*CELL + LEL; 
caly :=≪y - UP l div CELLl; 
ceJl_y := calY*CELL +UP; 
I ineCcel l_x,cel l_Y,cel l_x+CELL,cel l_y+CELL,4, l ,0,0,0,0,0,0l; 
line<calx*CELL+LER,cell_y,calx*CELL+LER+CELL,cell_y+CELL,4,1,0,0,0,0,0,0l; 
{ delay(lOOJ; } 
line<cell_x,cell_y,cell_x+CELL,cell_y+CELL,l,l,O,O,O,O,O,OJ; 
Ii ne < ca I X*CELL+ LER, ce I I _y, ca I X*CELL+ LER+CELL, ce I l_y+CELL, 1, 1, 0, 0, 0, 0, 0, 0 J ; 
if lmb = 1 
then 
begin 
tmpl := point <eel J_x+l,cel J_y+l); 
case on_mode of 
ON_OFF: 
begin 
if tmpl >。
then 
begin 
paint <eel ]_x+l, eel l _y+l, O, 1 >; 
preset<LER-30+ealx,UP-30+calyl; 
end 

else 
begin 
pa 1 n t < ce 11 _x+ 1, ce I l_y+ 1, i ro, 1 > ; 
pset<LER-30+calx,UP-30+caly,iro); 
end; 

mou_flush; 
end; 
ON_ON: 
begin 
i f t mp 1 = O 
then 
begin 
paint c ce I I _x+ 1 , ce I LY+ 1 , i ro, 1 l ; 
pset<LER-30+ealx,UP-30+ealY.irol; 
end; 

end; 
OFF_OFF: 
begin 
if tmpl >。
then 
begin 
Paint<eell_x+l,ce!l_y+l,O,ll; 
Preset<LER-30+calx,UP-30+caly); 
end; 

end; 
end; {* case end *l 
end; {* if end *l 
end; <* else end *l 

until <rmb = ll; 

mou_flush; 
makewdata<LER-30,UP-30,wdatal; 
mousesens(8,8l; 
end; 

proeedure font_youi; 
begin 
els; 
for x:=O to 24 do 
begin 



line<LEL+CELL*X,UP,LEL+CELL*x,UP+CELL*24,!,0,0,0,0,0,0,0l; 
I in e < LER +CELL*X, UP, LER +CELL*X, UP+CELL*24, 1會 o,o,o,o.o,o,oi;
end; 
for y:=O to 24 do 
begin 
l i ne < LEL, UP+CELL*Y, LEL+CELL*2 4, UP+CELL*Y, I , 0, 0, 0, 0, 0, 0, 0 l ; 
line<LER,UP+CELL*Y,LER+CELL*24,UP+CELL*Y,l,0,0,0,0,0,0,0); 
end; 

get<LEL.UP,LEL+CELL-1,UP+CELL-l ,ofs<del l_dat[Oll ,seg<del l_dat[Oll ,50l; 
paint<LEL+OFSET,UP+OFSET,7,ll; 
get < LEL, UP, LEL+ CELL-1 , UP+ C ELL-1 , of s < ce l I _d at [ 0 J l , s eg < ce I l _d at [ 0 J l , 5 0 l ; 
paint<LEL+OFSET,UP+OFSET,0,1); 
for x:=O to 23 do 
for y:=O to 23 do 
begin 
tmp2 := gaiji_dat[l][x][yJ; 
if tmp2 >。
then 
begin 
put <LEL+CELL*X, UP+CELL*Y, ofs <eel l_dat [OJ l, seg(cel I _dat [OJ l, 50 ,0, 0, 0, Ol; 

end; 
end; 

put CLER-3 0 , UP-3 0, of s < gda ta [ 1 J [ 0]) , seg < gda ta [ l l [ 0 l) , 2 3 0, 0, 0, 0 , 0 l ; 
for x:=O to 23 do 
for y:=O to 23 do 
begin 
tmp2 := gaiji_dat[Z)[xl[yJ; 
if tmp2 〉 0
then 
put (LER+CELL*X, UP+CELL*Y, of s < ce l l_da t [ 0 J l, seg < ce l l_da t [ 0 J l, 50, 0, 0, 0, 0 l; 

end; 
put<LER.UP-30,ofs<gdata[2J[Oll ,seg(gdata[2J[Oll ,230,0,0,0,0l; 

end; 
procedure com_hyo; 
― var 

hik_dat:array[0 .• 23,0 .. 23) of integer 
x,y,tmp2 integer 

begin 
gaiji_get<LER-30,UP-30,1,gaiji_datl; 
for x := O to 23 do 
for y:= O to 23 do 
begin 
hik_dat[x][yJ := O; 
if((gaiji_dat[lJ[xJ[yJ=7l and (gaiji_dat[2J[xJ[yJ=7)) 
then hik_dat[x][yJ := 7; 

if((gaiji_dat[J][xJ[yJ=7l and <gaiji_dat[2JtxJ[yJ=Oll 
then hik_dat[x][yJ := 2; 

if((gaiji_dat[lJ[xJ[yJ=Ol and <gaiji_dat[2J[xJ[yJ=7ll 
then hik_dat[x][yJ := 4; 

end; 
for x:=O to 23 do 
for y:=O to 23 do 
begin 
tmp2 := hik_dattxJtyJ; 
if t mp2 = 2 
then 
paint<LEL+CELL*x+OFSET,UP+CELL*y+OFSET,tmp2,1J; 

i r t mp2 = 4 
then 
paint<LER+CELL*x+OFSET,UP+CELL*y+OFSET,tmp2,1); 

end; 
end; 

{$! recog,pas} 

begin <*ここからメインルーチン＊）
syokika; •. 
hide := 2; 
hide2 := O; 
koko2 := o; 
ue := 1; 
Jue := 1; 
rue := 1; 
yoko := 1; 
repeat 
ans[l] :='n'; 
clrscr; 
mou_flush; 
writeln<' 
writeln<' 
writelnC' 
writeln<' 
writeln("); 
writeln(' 
if<pass_f = O l then 
begin 
font_youi; 
end; 
font_edit; 
px : = menu_ha('[メニューJ 1-→2 
ga i j i _get< LER-30, UP-3 0, 1 , ga i j i _da t) ; 
get < LER-30, UP-3 O, LER-3 0 +2 3, UP-3 0 + 2 3 , of s (gda ta [ 1 l [ 0 l l , s eg < gd at a [ 1 l [ 0 l l , 2 3 0) ; 

case PX of 
ENDX: 

履砂亨紅0~鰐；1 e 
バタン： MENU 

＇）・， 
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（＊鬱賢累こンを書き直さな裏賢賃＇遣令＊）

1←→2 外部入力 後処理 終了 ＇）； 

begin 
mv_l2: 

end; 
S/l.VEX: 

begin 
cp_l2; 



end, 
LOOKX: 

begin 
px := menu_ha('[外部入力］ 文字一覧文字入力画像入力 ESC  ＇）； 

OPTX: 

OPT2X: 

end; 

case px of 
ENDX: 
begin 
Llook; 

end; 
SAVEX: 
begin 
kan_input(hidel; 
｛ 

hard_copy← screen; 
｝ 

end: 
LOOKX: 
begin 
gazoget; 
end; 

OPTX: 
begin 
pass_f := I; 
end; 

OPT2X: 
begin 
pass_f := I; 
end; 

end; I* option menu 1 case end *l 

begin 
px := menu_ha<'[後疇］ 文字膨禄画而印刷文字認識文字変形 ESC•J: 
case px of 
ENDX: 
begin 
f_savc; 

end; 
SAVEX: 
begin 
hard_copy_screen; 
end; 

LOOKX: 
begin 

OPTX: 

repeat 
pass_f := 3; 

PX ; = [鵬鴫い［文謬識J L 賢門聞詈類｛諷フェラル．メッ乞~ESC
{* CAUTION extenal value syakudo is changed in this sub-routine *> 
case px of 
ENDX: 
begin 
com_hyo; 
tan_ruiii; 
periphe; 
end; 
SAVEX: 
begin 
mojしnin <3 l; 
end; 
LOOKX: 
begin 
mojしnin <2); 
end; 
OPTX: 
begin 
moji_nin<4J; 
end; 
OPT2X: 
begin 
pass_f := 1; 
end; 
end; <* sub menu end *l 
font_YOU i; 
for i:= 1 to 10 do 
begin 
gotoxy<l, 17); 
de! Ii ne; 
end; 
until<pass_f = 1) 
end; 

begin 
henkei; 
end; 

OPT2X: 
begin 
pass_f := 1; 
end; 

end; {* option menu 1 case end*} 
end; 

begin 
c Is; 
clrscr: 
gotoxy<20, l.Ol; 
write<'左ボタン：戻る ，）； 
esc __ seq翡EVER,GREENl;
write<'.'l; 
esc_seg <RFSET. Ol; 
write<'ボタン：＇）；



nd. 

esc_seq蒻り,GREEN l ; 
write (',、＇；
esc_seq <RESET, Ol; 
repeat 
mousepget <x, Y, I mb, rmbl; 

until≪rmb =ll or <Imb = ll); 
if rmb = 1 
then 
ans[ll :='y'; {*唯一のメイン脱出＊）

end; 
end; {* main case end*) 

until <ans[ll ='Y'l; 

｛＊終了処理＊）
mou_flush; 
mouseerase; 
cursor_on; 
close<fpl; 
close<fql; 
clrscr; 
cl s; 



procedure mou_flush; 
begin 
while <Jmb > Ol or <rmb >O) 
begin 
mousepget<x,y, lmb,rmb); 
end; 

｛＊余分に押されたボタンのクリア＊）

end; 

procedure gaiji_get~ 寝學巽9婦巖叫;:vargaiji_dat:gaibuf 
var 
k, j : integer ; (* counter *) 

begin 
for k:=sx to sx+23 do 
begin 
for j:= sy to sy+23 do 
begin 
gaiji_dat[loc][k-sx][j-syJ := point<k,jl; 
end; 

end; 
end; 

function menu_ha <menu_moj i: menuyoul: integer; 
var 

label 

mx : integer 
x,y,lmb,rmb: integer 
OYA; 
begin 
gotoxy(3, 3>; 
mousexrange (115, 155 >; 
mouseyrange< 100, 130>; 
mousepset < 130,100); 

{* menu x location *l 

町 iteln(meり 0j i)・
り iteln<'左蒻ンで選択');
repeat 
mo us epge t < x, y, l m b, rm bl ; 
if y 〉 125 then goto OYA; 
if X <125 
then mx := ENDX; 
(125<=xland <x <135) 
then mx := SAVEX; 
<135<=xland <x <145) 
then mx := LOOKX; 
<145<=xland <x <=165) 
then mx := OPTX; 
<155<=xl and <x <= 165) 
then mx := OPT2X; 
l i ne < mx, 2 5, mx+ 6 5, 5 o, 4, l , O, O, O, O, O, O l ; 
delay<200l; 
line< mx, 25, mx+65, 50, o, 1, o, o, O, O, o, o l; 

until (lmb = l); 

i f 

i f 

If 

if 

OYA: 
mousexrange<O ,639>; 
mouseyrange<0,399); 
mou_flush; 
menu_ha := mx: 
end; 

function menu_ha2<menu_moji,menu_moji2:menuyoul:integer: 

var 
mx 
mmx 
x,y,lmb,rmb 
y_off 
syaku_ok,sYuhou_ok 
syu_x,sya_x 
syu_x2,sya以2
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I* menu x location *l 

<* 2 danme offset *l 

const 
OK= l; 
begin 
mousexrange<Il5,155l; 
mouseyrange<l00,1301; 
mousepset<l30,100l; 
syaku_ok := O; 
syuhou_ok := O; 
sya以： = o: 
syu_x := O; 
sya以 2 : = 0; 
SYU以 2 : = 0; 
gotoxy<3, 3>; 
wri tel n < menu_moj i l; 
gotoxy<1,4l; 
writeln<''); 
gotoxy<3,4l; 
write In< menu_mo j i 2 l; 

累芯霞盟妙弱訊）；
esc_seq <RESET, Ol: 
repeat 
mousepget<x,y, lmb,rmb>; 
if (y < 125) then 
begin 
y_off := o; 
if X <125 
then mx := ENDX; 
<125<=xland <x <135) 
then mx := SAVEX; 
<135<=xland <x <145) 
then mx := LOOKX; 
<115<=xland <x <=155) 
then mx : = OPTX: 
<I55<=xl and <x <= 165) 

i f 

i f 

i f 

i f 



then mx := OPT2X; 
if Cl mb = ll then 
begin 
syu_x2 := syu_x; 
SYU_X := mx; 
mmx := mx; 
if≪mx = ENDXl or < mx = OPT2Xl l then 

syaku __ ok : = OK; 
syuhou_ok := OK; 
end; 

end; 
if <y >= 125) then 
begin 
y __ off := 19; 
if X <125 
then 
begin 
mx := SAVEX; 
syakudo : = Ll; 
end; 
<125<=xland <x <135) 
then 
begin 
mx := SAVEX; 
syakudo : = L1; 
end; 
(135<=xland ex <145) 
then 
begin 
mx := LOOKX; 
syakudo : = L2; 
end; 
<145<=xland ex <=155l 
then 
begin 
mx := OPTX; 
syakudo : = RU!; 
end; 
(155<=x) and <x <= 165) 
then mx := OPTX; 
if <lmb = ll then 
begin 
sya_x2 := sya_x; 
sya_x := mx; 
syaku_ok := OK; 
end; 

i f 

i f 

i f 

i f 

end; 

I in e (mx, 3 O+ y _off , mx+ 6 5 , 4 8 +y _off , 4 , 1 , O, 0 , O , 0, 0, O l ; 
delay<200); 
l in e (mx, 30+ y _off , mx+ 6 5 , 4 8 + y _off , O, 1 • 0, 0, 0, 0, 0 , 0 l ; 
if <syu_x > OJ then 
line<syu_x,30,syu_x+65,48,2,1,0,0,0,0,0,0>: 
if(sya_x 〉 OJ then 
line<sya_x,30+19,sya_x+65,48+19,2,l,O,O,O,O,O,Ol; 
if<<syu_x2 〉Ol and <syu_xZ<>syu_xl l then 
line(syu_x2,30,syu_x2+65,48,0,l,O,O,O,O,O,Ol; 
if≪sya_x2 〉OJ and <sya_x2<>sya_xl l then 
lineCsya_x2,30+19,sya_x2+65,48+19,0,l,O,O,O,O,O,Ol; 

unt i I < Csyaku_ok = OKl and <syuhou_ok = OK> l; ・ 

mousexrange<0,639); 
mouseyrange<0,399); 
mou_flush; 
menu_ha2 := mmx: 
end; 

procedure makewdatai戸竺玲亨閏籾喜悶産絨胄彗躇訥｝ゞ ッフア＊｝
var 

• 

i.Lk: integer 
aru : integer 

begin 
for i :=l to 128 do 
wdata[il := O 

wdata[ll := 1 ; 
wdata[2] := 9 ; 
wdata[3J := 9 ; 
wdata[4J := 9 ; 
wdata[5l := 9 : 

{* counter *l 
{* Is there a point ? *} 

for i:= O to 23 do 
for j:= 1 to 3 do 

fork:= Oto 7 do 
begin , 
aru := o; 
if point≪i-ll*B+k+xx,yy+i) >。
then 
aru := 1: 

wdata[i*3+j+54J := (wdata[i*3+j+54J sh! 1) + aru 
end; 

end; 

procedure arimasen< 『 :r生号竺1翌シ床守ジ賛r~;

begin 
i f hi <err_ nu ml =. 1 then 
begin 
textcolor<6l; 
write¥n(' 
writeln<' JIS文-パターン格納書writeln<' 汀 S6234~at
り ite In<' 作成文字パターン格納辞書

., 
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ロ iteln<'henk dat  

:~:!::~;: 文字五直三麟喜にディスク指定
writeln<'senm1tu. <lat 
writeln<'pe1phe. dat  
writeln('messz.u. dat  

：雷闊~;: 長野．つはナイスク<l: に固定

悶瓢：罰応攣誓
町 ite In<' 日たe たディスクに存在しません
esc_seq <REYER, YELi QWl; 

悶瓢： 今一度，喜誌腐賃賛を
writeln<' 
esc_seq <RESET. 0); 
textcolorC7); 
end: 
if hi <err _numl = O then 
writeln<'ctr 1-cを押しましたね');

i\~U:f~ げ穴ク枷鼻ぷ肉隷61 9まで！！＇）；
cursor_on:' 
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end; 
procedure tan_ruiji; {*単饗領似度計算＊｝
var 
ruijido 
lp_sum,rp_sum : 
and_sum : 
begin 
ip_sum := o; 
rp_sum := O; 
and_sum := O; 
for x:=O to 23 do 
for y:=O to 23 do 
begin 
if pointCLER-30+x,UP-30+y) 〉 0
then・ 
IP_.sum := lp_sum + I; 

if pointCLER+x,UP-30+y) >。
then 
rp_sum := rp_sum + 1; 

if (pointlLER-30+x,UP-30+y) 〉0) and (point <LER+x,UP-30+y)〉0)
then 
and_sum := and_sum + 1; 

real 
integer 
integer 

{ * simple s i mi la I i t y ＊） 

end; 
ruijido := sqrt(lp_suml*sqrt(rp_suml; 
if ruijido >。
then 
ruijido := and_sum I ruijido; 
gotoxy(20,¥ >; 
write<'左ハ匁ーン ドット数：＇）；
writeln(lp_sum:4J: 
gotoxy(20,¥); 
write<・右ハ匁ーン ドット数：＇）；
writeln<rp_sum:4); 

：雷翌濯績゚）；
writeln<and_sum:4); 

：雷翌濯繕枷仰変
writeln<ruiJ1do:1:3); 

（＊ペリフェラル特徴計算＊）

＇）・， 

＇）・， 

end; 
procedure periphe; 
var 
rpu,rpd : array[0 .. 23] of integer; 
rpl ,rpr : array[O .. 23] of integer; 
Jpu,lpd : array[0 .. 23] of integer; 
Jpl, ]pr : array[O •• 23] of integer; 
rpu2,rpd2 : array[0 .. 23] of integer; 
rpl2,rpr2 : array[O •• 23] of integer; 
Jpu2,Jpd2 : array[0 .• 23] of integer; 
lpl2, lpr2 : array[O •. 23] of integer; 
ruijido : real ; 
Jp_sum,rp_sum : real ． 

＇ and_sum : real ; 
ruijido2 : real ; 
lp_sum2, rp_sum2: real , ． 
and sum2 : real ; 
begin 
for x:= Oto 23 do {*上方向から＊｝
begin 
y : = 0; 
while<<point<LER-30+x,UP-3Q+y) = 0) and (yく24l l do 
y:=y+l; 
Jpu[xl := y; 
whi Je<<point<LER-30+x,UP-30+y) = 7) and (yく24l l do 
y : ニ y + 1; 
while< (point <LER-30+x,UP-30+y) = 0) and (yく24l l do 
y := y + l; 
Jpu2[X] := y; 
y : = 0; 
while≪point<LER+x,UP-30+y) =Oland {yく24l l do 

y:=y+l; 
rpu[xl := y; 
while≪point<LER+x,UP-30+y) = 7) and (yく24l l do 

y:=y+l; 
whiJe((point<LER+x,UP-30+y) =Oland (yく24l l do 

y := y + 1; 
rpu2[xl := y; 

end; 



for x:= Oto 23 do {*下万向から＊）
begin 
y := 23; 
whi!e((point<LER-30+x,UP-30+y) =Oland <y>=Oll do 
y;=y-1; 
Jpd[xJ := 23 -y; 
while≪point<LER-30+x,UP-30+y) = 7l and (y〉=O)) do 
y:=y-1; 
while≪point<LER-30+x,UP-30+y) =Oland (y〉=Ol l do 
y : = y - l; 
lpd2[xl := 23 - y; 
y := 23; 
whi Ie≪point <LER+x,UP-30+yl = Ol 
y:=y-1; 
rpd[X] := 23 - y; 
whi le≪point <LER+x,UP-30+yl = 7l 
y:=y-1; 
while≪pointCLER+x,UP-30+yJ = Ol 
y:=y-1; 
rpd 2 [ x l " : = 2 3 -y; 
end; 
for y:= 0 to 23 do {*左方向から＊）
begin・ 
X := O; 

and <y>=Ol l do 

and (y)=Ol) do 

and <y>=O)) do 

while((point(LER-30+x,UP-30+y) = 0) and (Xく24l l do 
x:=x+l; 
l pl [ y l : = x; 
while((point<LER-30+x,UP-30+yl = 7l and (xく24l l do 
x:=x+l; 

while≪point<LER-30+x,UP-30+yl =Oland <xく24l l do 
x:=x+l: 
Jpl2[yJ := x; 
X : = 0; 
while((point<LER+x,UP-30+yl = OJ and <xく24l l do 
X : = X +. l; 
rpl[Yl :=x: 
while≪point<LER+x,UP-30+y) = 7) and (Xく24l l do 
x:=x+l; 
while(<point<LER+x,UP-30+yl = OJ and <xく24l l do 
x:=x+l; 
rpl2[yJ : = x; 
end; 
for y:= Oto 23 do {*右方向から＊）
begin 
X : = 23; 
while((point<LER-30+x,UP-30+y) = 0) and (X〉=Ol l do 
x:=x-1; 

lpr[Yl := 23 -x; 
whileC(point<LER-30+x,UP-30+y) = 7l and <x>=Ol) do 
X := X -1; 
while≪point<LER-30+x,UP-30+y) =Oland <x〉=Ol) do 
x:=x-1; 
lprZ[yJ : = 23 -x; 
X : = 23; 
while((point(LER+x,UP-30+y) = 0) 
x:=x-1; 
rpr[Yl : = 23 - x; 
while(Cpoint<LER+x,UP-30+y) = 7) 
x:=x-1; 

whileC(point<LER+x,UP-30+y) = 0) 
x:=x-1; 
rpr2[yJ ; = 23 - x; 
end; 
Jp_sum := O; 
lp_sum2 := o; 
for x:= O to 23 do 
begin 

and ex〉=Oll do 

and (X)=O) l do 

and <x>=Ol l do 

[p_sum := lp_surn +lpr[xl*lpr[x]+lpl[x]*lpl[x]+lpu[x]*lPU[X]+lpd[X]*lPd[xJ; 
]p_sum2 := jp_sum2 +jpr2[xl*IPr2[xl+lpl2[xl*lpl2[XJ+lpu2[Xl*lpu2[xJ+lpd2[X]*lPd2[x); 

end; 
rp_surn := o; 
rp_sum2 := O; 
for x:= 0 to 23 do 
begin 
rp_sum := rp_sum +rpr[Xl*rpr[xJ+rpl[xl*rpl[xl+rpu[xl*rPu[xJ+rpd[xl*rPd[xl: 
rp_sum2 := rp_sum2 +rpr2[xl*rPr2[xl+rpl2[xl*rpl2[xJ+rpu2[xl*rpu2[xJ+rpd2[xl*rpd2[xJ; 
end; 

and_sum := O; 
and_sum2 := o; 
for x:=O to 23 do 
begin 
and_surn := and_sum +rpr[Xl*lPr[xJ+rpl[xl*lPl[xJ+rpu[xl*lPu[xJ+rpd[xl*IPd[xl; 
and_sum2 := and_surn2 +rpr2[xl*lpr2(xJ+rpl2[xl*lPl2[xl+rpu2[xl*IPU2[xJ+rpd2[xl*lPd2[xJ; 

end; 

ruijido := sqrt<lp_suml * sqrt<rp_suml; 
if ruijido >。
then 
ruijido := and_sum / ruijido: 

rui j ido2 : = sqrt< Jp_sum2+lp_sum) * sqrt Crp_sum2+rp_suml; 

if ruijido2 〉 0
then 
ruijido2 := Cand_sum+and_sum2l / ruiiido2; 

gotoxy<2Q 2); 
wr i tc <'へ,]フェラル類似度 1次：＇）：
write< ru i j id o: l: 3 l ; 
write<•l+2 次：＇）；
writelnCruijido2:l:3l; 
gotoxy<30,2:Jl; 
csc_scq<HEVEll,WH!TEl; 



wrtlelnC'もう(,¥(,ヽかし，＼
esc_seq <RESET, OJ; 
mou_flush; 
repeat 
mousepgetcx,y,lmb,rmb); 
until <lmb = U; 
mousexrange<O, 639); 
mouseyrange(0,399); 

procedur!n¥yok i ka; ; : I瓢鳳凰門鱈＊））

左ホタン＇）；

var 
kata 
jisho_name 
henke i __ name 
ens 
begin 
errorptr := ofs(arimasenl; 

for i :=O to 31 do 
begin 
kata[il := O; 

end; 
for x:= 0 to 23 do 
for y := O to 23 do 
begin 
gai j i_dat [ I J[x][yJ := O; 
gai ji__dat[2J[x][yJ := o: 
end; 

: figure 
: string[25l 
: string[25J 
: string[ l J 

(* figure data of mouse *) 

; <* drive number read 

｛＊エラ一時の飛び先指定＊）

*} 

cl s; 
clrscr: 
textcolor<7l; 
cursor_on: 
use_a I ]_screen: 
gotoxy<l ,20>: 
esc_seq <REYER, WH ITEl: 
write In<' 
wri tel n<' 
wri tel n <" 
wr i tel n <' 
writeln<' 
writeln<' 
wri tel n<''l ;deJay<200l: 
esc_seq <RESET, O l : 
writeln<''l;deJay(200); 
wri tel n<''l ;delay(200l: 
writeln<''l;deJay<200l; 
writeln<''l;delay<200l; 
writeln<' 
writeln<''l;delaY<200l; 
wri tel n<''l ;delay(200l: 
writeln<''l ;delaY<200l; 
wri teln(''l ;delay(200l; 
wri tel n<''l ;delaY<200l; 
read (i l; 
for i := 0 to 63 do 
kata(il := o: 

kata[Ol := $ff: 
kata(ll := $00; 
kata[2l := $80; 
kata(4l := $80; 
kata(6l := $80; 
kata[8J := $80; 
XX(!] := 180; 
xx(2l := 250; 
yy(ll := 200; 
yy(2] := 200: 
clrscr: 
in it: 
screen(3,0,0,ll; 
els: 
mouseinit; 
if reg.ax= O 

then 
begin 
writeln<'マウスが初期かできません');
exit: 

end: 
X := 320; 
y := 200: 
i ro : = 1: 
mousepset <x, yl; 
mouseshape<O,O,katal; 
gotoxy< I, 
wri tel n<'籍篇 jis6234. 
readln<cnsl: 
if Iength<cnsl = O 
then ens:='d'; 

jisho_name :=':jis6234.dat'; 
insert <ens, jisho_name, ll; 

悶鸞悶~i~笈竺ジ給麟書 henkei.
readln<cnsJ: 
if length<cnsl = 0 
then 

エデイター Fable 
JIS6234. <lat 
henkei <lat 
ATR視覚研究室 (C) 

[RETURN]を押して下さい

{* 4 0 0字モードに＊）

d atはどのディスク

datは

a, b, 

[ a J' b, c, 
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＇）； 

c, [d] , >: 

d•l: 

ens : ='a': 
henkei_name :=':henkei.dat'; 
insert<cns,henkei_name, I>; 
assign< fq, henke i _name): 
reset(fq>; 
seek< fq, f i lesi ze< fq> >; 



cursor_off: 
mou』 lush;
ga i j i _get t xx [ l l , YY [ l J • 1 , ga i j i _da t) ; 
ga i j i _get C xx [ 2 J , YY [ 2 J , 2 , ga i j i _da t l ; 
get < x, y, x+ 2 3, y+Z 3 , of s < gda ta [ I J [ 0 J l , s eg < gda ta [ I J [ 0 J) , 2 3 0 l ; 
get < x, Y, x+2 3, y+2 3, of s < gda ta [ 2 J [ o J l , s eg < gda ta [ 2 J [OJ l , 2 30 l ; 
i ro : = 7; 
pass_f := O; 
last_page := O; 

end; 
（＊ 横澤

procedure henkei; 
canst 
LEHR= 230; 

var 

＊） 

{* 変形文字の作成 ＊） 

kyori : array[-23 .. 23,-23 .. 23) of integer; 
key : integer: 
label 999,888,777,666,555; 
begin 

+m))O)) 

+ml〉0))

-ml〉O))

-ml〉0))

gotoxy<26, 18l; 
writelnC'↓ ↑'); 

for l := -23 to 23 do 
for m := -23 to 23 do 
kyori[l][m] := l*l+m*m; 

for i := 0 to 23 do 
for i : = o to 2 3 do 
begin 
tmpl := point <LER-30+i ,UP-30+j); 
tmp2 := pointCLER+i,UP-30+jl; 
for k :=O to 1000 do 
begin 
key := O; 
if tmp2 〉 0
then 
begin 
for 1 := o to 23 do 
begin 
if Ckyori [ l ][OJ > kl then goto 888; 
for m := o to 23 do 
begin 
if Ckyori[l][mJ > kl then goto 777; 
begin 
if C Ckyori [ l l [ml=kl and (point CLER-30+i+l ,UP-30+j 

then 
begin 
key := l; 

pset<LERR+90+i+(!+3J div 6,UP+200+j+(m+3l div 6,iroJ; 
pset(LERR+60+i+<I*2+3) div 6,UP+200+j+<m*2+3J div 6, irol; 
pset<LERR+30+i+0*3+3) div 6,UP+200+j+Cm*3+3J div 6, irol; 
pset<LERR+i+<l*4+3J div 6,UP+200+j+<m*4+3J div 6,irol; 
pset<LERR-30+i+<l*5+3l div 6,UP+200+j+<m*5+3) div 6,irol; 

end; 
if <Ckyori [ I)[mJ=kl and (point <LER-30+i-l,UP-30+j 

then 
begin 
key := l; 

pset<LERR+90+i← <1+3) div 6,UP+200+j+(m+3l div 6,irol; 
pset<LERR+60+i-<1*2+3J div 6,UP+2QO+j+(m*2+3l div 6,irol; 
pse¥CLERR+30+i-<1*3+3l div 6,UP+200+j+(m*3+3) div 6,iro); 
pset<LERR+i-Cl*4+3J div 6,UP+20Q+j+(m*4+3) div 6,iro); 
pse¥(LERR-30+i-<1*5+3l div 6,UP+200+j+Cm*5+3) div 6,iro); 

end; 
if ((kyori[lJ[mJ=k) and (point(LER-30+i+l,UP-30+j 

then 
begin 
key := l; 

pset<LERR+90+i+0+3l div 6,UP+200+j-(m+3J div 6,irol; 
pset CLERR+60+i+<l*2+3l div 6,UP+200+j-Cm*2+3l div 6, iro); 
pse¥(LERR+30+i+<l*3+3l div 6,UP+200+j-<m*3+3) div 6,iro); 
pset <LERR+i+(1*4+3l div 6, UP+200+j-Cm*4+3l div 6, i ro); 
pse¥CLERR-30+i+Cl*5+3l ¥Jiv 6,UP+200+j-(m*5+3) div 6,irol; 

end; 
if <Ckyori[ll[ml=kl and <point<LER-30+i-l,UP-30+j 

then 
begin 
key :=1; 

pset<LERR+90+i-(1+3l div 6,UP+200+j-(m+3J div 6,iro>; 
pset<LERR+60+i-Cl*2+3J div 6,UP+2QO+j-Cm*2+3) div 6,irol; 
pse¥CLERR+30+i-Cl*3+3) div 6,UP+20Q+j-<m*3+3) div 6,irol; 
pset<LERR+i-<1*4+3) div 6,UP+200+j-<m*4+3l div 6,irol; 
pset<LERR-30+i-Cl*5+3) div 6,UP+200+j-(m*5+3l div 6,iro); 

end; 
end; 
end; 
777: 
end; 
888: 
end: 
if key> 0 then goto 999; 

if ¥mpl >。
then 
begin 
for I := O to 23 do 
begin 
if (kyori[IJ[OJ > kl then e;oto 666; 
form:= o to・z3 do 
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begin 
if <kyori[lllml 〉 kl then goto 555; 
begin 
if < (kyori [ I Jlml=kl and (point <LER+i+I ,UP-30+j+ml 

then 
ber,1n 
key : = I; 

pset<LERR-30+i+I-<1*5+3) div 6,UP+200+j+m-<m*5+3l div 6 

pset<LERR+i+l-<1*4+3l div 6,UP+200+j+m-<m*4+3) div 6,il― 

pset<LERR+30+i+I-<l*3+3l div 6,UP+200+j+m-<m*3+3) div 6 

pse!CLERR+GO+i+I-<1*2+31 div 6,llP+200+j+m-<m*2+3l div 6 

pset<LERR+90+i+I-<1+3l div 6,UP+200+j+m-Cm+3l div 6,iro 

end; 
if < <kyori [ I Hml=kl and (poi nt<LER+i-1 ,UP-30+j+ml 

then 
begin 
key : = 1; 

pset<LERR-30+i-l+cl*5+3l div 6,UP+200+j+m-<m*5+3l div 6 

pset<LERR+i-I+Cl*4+3l div 6,UP+200+j+m-<m*4+3) div 6,ir 

pset<LERR+30+i-1+<1*3+3l div 6,UP+200+j+m-<m*3+3l div 6 

pset<LERR+60+i-l+Cl*2+3l div 6,UP+200+j+m-<ID*2+3l div 6 

pset<LERR+90+i-l+Cl+3l div 6,UP+200+j+m-(m+3l div 6,iro 

end; 
if ((kyori[IJ[mJ=kl _and (point(LER+i+l,UP-30+j-ml 

then 
begin 
key : = 1; 

pset(LERR-30+i+l-<l*5+3l div 6,UP+200+j-m+<m*5+3l div 6 

pset<LERR+i+l-<1*4+3) div 6,UP+200+j-m+Cm*4+3l div 6,ir 

pset<LERR+30+i+I-<1*3+3l div 6,UP+200+j-m+<m*3+3l div 6 

pset<LERR+60+i+I-<1*2+3l div 6,UP+200+j-m+<m*2+3l div 6 

pse!CLERR+90+i+l-(1+3l div 6,UP+200+j-m+Cm+3l div 6,iro 

end; 
if <<kyori[IJ[ml=kl and (point<LER+i-l,UP-30+j-m) 

then 
begin 
key : =!; 

pset<LERR-30+i-l+Cl*5+3l div 6,UP+200+j-m+(m*5+3l div 6 

psetCLERR+i-!+(1*4+3l div 6,UP+200+j-m+Cm*4+3l div 6,ir 

pset <LERR+30+i-l+C l*3+3l div 6,UP+200+j-m+<m*3+3) div 6 

pset(LERR+60+i-I+Cl*2+3l div 6,UP+200+j-m+<m*2+3l div 6 

pset<LERR+90+i-l+(l+3l div 6,UP+200+j-m+(m+3l div 6,iro 

end: 
end; 
end; 
555: 
end: 
666: 
end; 
if key> O then goto 999; 

end; 
999: . 

end; 
textcolor<Zl・ 
writelnいもういいかい左ボタン'):
textcolor(7l; 
mou_ flush; 
repeat 
mousepget<x,y,lmb,rmbl; 

until <Imb = ll or <rmb = ll; 
if <rmb = Jl then pass_f := 1; 

end' 
｛＊ 横澤終わり ＊｝ 

procedure convl6<byteJO:bytel: 

canst 
table : string[J6l ='0123456789abcdef': 
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end; 
procedure kan_input<hide:integerl ; 
type 

（＊漠字入力＊）

str80 = string[80J; 
var 
getsto 
cur 
XPOS 
EX 

s_jis 
XXX 
yyy 
begin 
c Is; 
clrscr; 

: string[l20l ; 
: putbuf ; 
: integer ; 
: i nter;er : 
: array[O .• l J of byte : 
: array[O .. 20] of str80: 
: byte ; 

{* [TITARO read buffer *l 
{* jis - sjis convert buf *l 
{* XPOSition 100 + XPOS*40 *} 
{* x position of cursor *l 
(* shidt JIS buffer *} 

atok_cal I <ROMA_KAN); 
atok_cal I <REN_HEN>; 
esc_seq<REVER,Wll!TEl; 
gotoxy<l ,3); 

悶：出¥:: 贄疇麗茫議彗薗腐託謬冗を見て下さい
xxx[3J :=' 
xxx[4l :='****** 
xxx[5J :='1.  
XXX [ 6 J : =' 
xxx[7J :='2.  
XXX [ 8 J : = '3,  
xxx[ 9 l : = '4疇

ば~ii 『 l ;: : ~: 
XXX [ l 2 J : = '*.  
xxx[13l :=' 
xxx[l4l :=' 
xxx[l5l :=' 
xxx[16J :=' 
for yyy;= 01 to 16 do 
begin 
fastwrite(O,yyy,$e5,xxx[yyyJl; 

end: 
gotoxy<O, 17); 

瓢翌~<REV受蒻鴨じて下さい―--->>:
esc_seq<RESET,OJ; 
read! n (getstol; 
atok_cal I <END_ITI l; 
X := 100; 
y : = l 00; 
i ro : = 7; 
mousexrange<0,639); 
mouseerase; 
clrscr: 
gotoxy<l,9); 
writeln<'シフト JIS• J: 
gotoxy<l, 10)・ 
writeln<•Jr'S コード・）；
gotoxY<l, じ）・
writeln<'メ点コード・）；
for k:=l to Cinteger(getsto[OJ) div 2) do 
begin 
reset<fpl; 
cuf[OJ := integer(getsto[k*2-1Jl; 
cuf[ll := integer<getsto[k*2JJ; 
s_jis[OJ := cuf[OJ; 
s_jis[ll := cuf[lJ; 
sjtojis(cuf>; 
tmpl := 90; 
tmp2 := caLse<cufl; 
if tmp2 < 525 
then tmpl := 30; 

seek<fp, tmp2J; 
l : = O; 
repeat <*リニア・サーチ＊｝
bl o Ck read (f P , b U f , 1 , m) ; 
t mp2 : = t mP2 + 1: 
if Ccuf[Ol - buf[l4JJ 〉 1
then 
begin 
tmp2 := tmp2 + tmpl * <cuf[Ol-buf[l4]-ll; 
seek<fp,tmp2); 
end; 

l : = I + 1; 
if I > 1000 
then 
begin 
wri tel nぃ辞書に該当するコードがありません＇）；
cursor_on; 
exit; 
end; 

until (buf[14l = cuf[Ol) and (buf[l5l = cuf[l]l; 
l mb : = 0; 
hide2 := tmp2 - 1; 
ex : = x div 8 ; 
gotoxy(cx+l.9l; 
convl6(s_jis[O]): 
convl6<s_jis[lJJ; 
gotoxy(cx+l, 10); 
conv16<cuf[O)); 
convl 6 <cu f[ ll J; 
gotoxy<cx+l, lll; 
write(Chu「[J 6]-48): l, (buf[ 17]-481: 1, (bu「[18]-48):l. (buf(J9l-48l :ll; 

kanp24Cx,y,iro.bufl; 

: ; 
'. 

! '. ， ，． 
＇ ,． 
＇ ，． 
＇ ，． ， 
＇ ，． ， ， 

＇ ，． 
＇ 



x:=x+40; 
end; 
gotoxy(3,3l; 
textcolor<7l; 
町 iteC'マウスの左のボタンで文字を選ぶ'):
mou_flush; 
mouseerase; 
for k:=l to hide do 
begin 
case k of 
l : 
begin 
gotoxy<20 1 
り itel nぃ編櫨妥字）；
end; 
2: 
begin 

翌！悶闘門蓼i桁文字');
end; 
end; 

I mb : = 0; 
X := 100; 
y : = I 00; 
while lmb < 1 do 
begin 
delay (50l; 
mousepget(x,y, ¥mb,rmb); 
delay(lOOl; 
XPOS := ((X -100) dill 40); 
X := XPDS*40 + 100; 
y : = I 00; 
get (x, y, x + 2 3, y + 2 3, of s (gda ta [ k J [ 0 J l , s eg < gda ta [kl [ 0 J) , 2 3 0 l ; 
Iine<x,y,x+23,y+23,7,l,O,O,O,O,O,Ol; 
delay(lOOl; 
put (x, y, of s (gda ta [ k J [ 0 l l , s eg (gda ta [kl [ 0] l , 2 3 0, 0, 0, 0, 0) ; 
put<xx[kl ,YY[kl ,ofs(gdata[kJ[Oll ,seg(gdata[kl[Oll ,230,0,0,0,0l; 
end; 
mou_flush; 
end; 
gotoxy<l, l l; 
gai j i_get <xx[ l J, yy[ 1 J, l ,gai j i_dat l; 
if hide= 2 then 
ga i j i _get (xx [ 2 J • YY [ 2 J , 2 , ga i j i _da t l ; 

end; 
procedure cp_l2; 
var 

（＊パターン1 とパターン2 交換＊）

gaiji_tmp: integer; 
gda ta_ t mp : byte ; 
begin 
for x:= O to 23 do 
for y : = O to 23 do 
begin 
gaiji_tmp := gaiji_dat[l)[x)[yJ; 
ga i j i_da t [ 1) [ X) [ y] : = ga i j i _da t [ 2) [ X l [ Y 
gaiji_dat[2J[x][yJ := gai ji_tmp; 

end; 
for i:= Oto 230 do 
begin 
gdata_tmp 
gdata[l)[iJ 
gdata[2)[iJ 

:= gdata[l][ 
: = gdata[2][ 
: = gdata_tmp 

end; 
end; 

procedure mv_!2; 
begin 

（＊パターン 1

for x:= O to 23 do 
for y := o to 23 do 
begin 

から パターン2 ＊） 

gai ji_datt2Jtx][y] := gai ji_dat[l][x)[y] 
end; 
for i:= o to 230 do 
begin 
gda ta [ 2 ][ i J : = gda ta [ 1 ][ i J ; 
end; 

end; 
procedure pic_copy; 
var 
widl.wid2: integer ; 

• 1 nteger ; wid ・
tmp_rl : real ; 
tmp_r2 : real ; 
ggdata: array[0 .. 1.0 .. 3000] of byte 
begin 
widl := 3; 
wid2 := 3; 
mouseerase; 
while <lmb = Ol or <rmb = OJ do 
begin 

mousepget <x, y, I mb, rmbl; 
if rmb = 1 
then widl := widl + 2; 
if widl > 300 
then widl := 3: 

iflmb=l 
then wid2 := wid2 + 2; 
if wid2 〉 300
then wid2 := 3; 

wid :=≪widl+8l div 8l*<wid2+1)*3+4 



if w id 〉 20000
then 
begin 
wid :=≪wid!+8l div 8l*<wid2+1)*3+4; 
wid2 := 5; 

end: 
xor_l inecx,y,x+wid! ,Y,5,XORTTl; 
xor_l ine<x,y,x,y+wid2,5,XORTTl; 
xo r _ I i n e (x+ w id 1 , Y, x + w id 1 , y +w id 2 , 5, XORTTl ; 
x a r _ I i n e (x , y + w id 2 , x + w id I , y + w id 2 , 5 , XO RTT l ; 
delayC30); 
X or_ I i n e C x , y , X + w id 1 , y , 5 , XO RTTl ; 
xor_ Ii ne < x, y, x, y+w i d2, 5, XORTTl; 
xor_l ineCx+widl ,y,x+widl ,y+wid2,5,XORTTl; 
x a r _ I i n e < x , y + w id 2 , x + w id 1 , y + w i d 2 , 5 , XO RTT l ; 

end; 
mou_flush; 
<* make data *l 
tmp_rl := widl / 24.0; 
tmp_r2 := wid2 / 24.0; 
ifCwid1>48l or Cwid2〉48)
then 
for i:= 0 to 23 do 
for j : = O to 23 do 
begin 
i f Cpo i n t C x+ t run c < t mp_ r 1 * j l , y + t run cc t mp_ r 2 * i l l〉0)
or (point<x+trunc(tmp_rl*jl+l,y+truncCtmp_r2*ill〉0)
then pset CLER-30+ j, UP-30+i, 7) 
else preset <LER-30+j ,UP-30+i); 

end 
else 
for i:= Oto 23 do 
for j : = o to 2 3 do 
begin 
i f c poi n t c x+ t run c < t mp_ rl * j l , y+ t run c < t mp← r2* ill〉0)
then pset <LER-30+ j, UP-30+ i, 7l 
else preset CLER-30+ j, UP-30+ i l; 

end; 
ga i j i _get CLER-3 0, UP-3 0 , 1 , ga i j i_da t l ; 
get C LER-3 0, UP-30, LER-3 0 + 2 3, UP-3 0 + 2 3, of s C gda ta [ l J [ 0] l , s eg (gda ta [ 1 J [ 0 l l , 2 30 l ; 
writelnC''); 
end; 

procedure gazoget; 
var 
tmpl : integer ; {* tempolary *l 
off : integer 
iro : integer 
data : array[O .. 1000] of byte ; (* get data of byte *} 
da_dam : array[0 .. 200] of byte; 
i, Lk  : integer ; {* loop counter or temp number *l 
f p : f i I e ; 

const 
KAIE = 1140; 
VB = $a800; 
YR = $bOOO; 
VG = $b800; 
label 
OWARI; 

begin 
els; 
clrscr: 
esc_seq<REVER,WHITEl; 
wri tel n(' 
writeln(' 
writeln<' 
writeln<' 
esc_seq <RESET, o); 
writeln("l; 
writeln(")・
writelnパ画像データ入カファイル名を入れて下さい [Oで始まるファイル名：終了］，）；

画イ急データを読み込む
）ーチン で一す

＇）・， 
•9.

, 
、’ノ、ー

9

9

 

＇）・． 

readln<ansll; 
if ansl[OJ ='0'then goto OWARI; 
cl s; 
clrscr; 
assign<fp,ansll; 
reset Cfpl; 
off : = 0; 
i ro : = O; 
for j := O to 380 do 
begin 
blockreadCfp,data, 1,tmpl); 
｛ 

blockread(fp,da_dam.l,tmpll; 
blockreadCfp,da_dam,1,tmpll; 
｝ 

for i:= Oto 79 do 
begin 
mem[VR:off+iJ := C data[i+2Jl; 
mem[VG:off+iJ := C data[i+2Jl; 
mem[VB:off+iJ := < data[i+2]l; 

end; 
off := off + 80; 
end; 
{* mouse *l 
pic_copy; 
close<fpl; 

OWARI: 
els; 

end; 



procedure 
var 

b sort (co u : i n t e g er ; var data , mat a : sort bu f ; o o k i j y u n : i n t e g er) ; 

i, j ,k, tmp,cou2: 
begin 
if cou 〉 I then 
begin 
cou2 := cou - 11; 
if cou2 < 2 then cou2 := 2; 

for i:= cou downto cou2 do 
for j:=l to i-1 do 
begin 
if ookijyun = O then 
begin 
if data[j] 〉= data[ j+l l then 
begin 
tmp := data[ jJ; 
data[j] := data[j+l]; 
data[j+ll := tmp; 
tmp := mata[jJ; 
mata[j] := mata[j+l]; 
mata[j+ll := tmp; 
end; 

end; 
if ookijyun = 1 then 
begin 
if data[jJ <= data[j+lJ then 
begin 
tmp := data[jJ; 
data[j] := data[j+!J; 
data[j+ll := tmp; 
t mp : = mat a [ j l ; 
mat a [ j l : = mat a [ j + l l ; 
mata[j+ll := tmp; 
end; 
end; 

integer 

end; 
end; 

end; 
procedure senmitu3<var mata,mSOO:sortbufl; 
var 

x,Y : integer 
xx,yy : integer 
linel,line2: integer 
1, j, k, I I ・. 1 nteger 
rui_do2: integer 
ref_dat: getbuf 
r _byte : integer 
fsize : integer 
1 sum integer ; 
tmp_real : real 
tmp_int . 1 nteger 
m2wa,r2"11a : real ; 
im2"11a,ir2"11a,rui_do,rui_min: integer; 
Jpu, ]pd, Ip!, !pr: array[0 .. 23) of byte ; 
Jpu2, Jpd2, I pl 2, Jpr2:array[0 .. 47J of byte; 
limit : integer ; 
f s : f i I e ; 
osh: array[0 .• 12) of string[lOJ; 

*
＊
*
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end; 
lpu[xJ := <linel + line2l * 2 

end; 
for y:= O to 11 do (*左方向から＊）
begin 
yy : = y * 2; 
linel := o; 
line2 := o; 
for x:=O to 23 do 
begin 



if<<pointC99+x,300+yy)=0) and (pointCJOO+x,300+yyl=7l) 
then 
line] :=line]+ 1; 

ifC<pointC99+x,30J+yy)=Ol and (point(lOO+x,301+yy)=7)) 
then 
line2 := line2 + 1; 

end; 
Jpl[Yl := <linel + line2>*2: 

end: 
for y:= o to 23 do {*左上方向から＊
begin 
j := 23 -y; 
linel := o: 
1 i ne2 : = O; 
for x:= o to j do 

begin 
if((point<99+x,299+x+yl=O) and <Point<lOO+x,300+x+yl=7l) 
then 
linel := linel + l; 

if<<point<99+x+y,299+xl=Ol and <point<lOO+x+y,300+x)=7ll 
then 
line2 := line2 + l; 

end; 
lpl2[yJ := line2; 
lpl2[y+24J := line!; 

end; 
for y:= Oto 23 do {*右上方向から＊
begin 
j := 23 - y; 
Ii ne 1 : = O; 
line2 := o; 
for x:= O to j do 

begin 
ifC(point<l24-x,299+x+yl=O) and Cpoint<123-x,300+x+y)=7ll 
then 
linel :=line!+ l; 

if((point(l24-x-y,299+x)=O) and <point<123-x-y,300+x)=7)) 
then 

end; 

line2 := linc2 + 1; 
end; 
lpr2[Yl := line2; 
lpr2[y+24J := linel; 

for j : = O to 11 do 
begin 
k := j*4; 
lpd[j) := lp!2[k)+lpl2[k+!J+lpl2[k+2]+lpl2[k+3]; 
end; 
for j := O to 11 do 
begin 
k := j*4; 
lpr[j) := lpr2[kJ+lpr2[k+!J+lpr2[k+2]+lpr2[k+3J; 
end; 
for j : = 3 to 14 do 

＊｝ ref_dat[j] := lpu[j-3J: (*上
for j := 15 to 26 do 
ref_dat[jJ := lpd[j-15); {*左上＊）

for j : = 27 to 38 do 
＊） reしdat[jl := Jpl[j-27); (*横

for j := 39 to 50 do 
ref_dat[jJ := Jpr[j-39); (*右上＊）

m2 wa : = O; 
for j:= 3 to 50 do 
begin 
m2wa := m2wa + ref_dat[j]*ref_dat[jJ; 
end; 

m2wa := sqrt<m2wa); 
seekCfs ,200): 
I : = 0; 
i := 200; 
if syakudo = Ll then 
begin 
rui_min := 1000; 
while <i <=3200) do 
begin 
blockread<fs, moLdat, 300, tmpl l; 
for m:=O to 299 do 
begin 
rui_do := o; 
for j:= 3 to 50 do 
begin 
rui_do := rui_do+absCmoLdat[m][jJ-ref_dat[j 
end; 
if rui_do < rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko :=i+m; 
end; 
if rui_do < limit then 
begin 
l : = 1 + 1; 

m500[1J := i + m; 
mata[ll := rui_do; 
end; 
if hide2 = <i + ml then 

koko2 := rui_do; 
end: 
i := i + 300; 
end; 



bsort<I ,mata,m500,l>; 
end; 
if syakudo = L2 then 
begin 
rui_min := 1000; 
while <i <=3200) do 
begin 
b I o ck read < f s, mo j_ da t , 3 O O, t mp l) ; 
for m:=O to 299 do 
begin 
rui_do := O; 
for j:= 3 to 50 do 
begin 
r11i_do2 := moj_dat[m][j]-ref_dat[j]; 
ru i _do : = ru i _do+ru i _do2*ru i _do2; 
if rui_do 〉 1000 then 
begin 
rui_do := 10000; 
goto oun; 
end; 

end; 
rui_do := round<sqrt<rui_do≫; 

OUTl: 
if rui_do < rui_min、then
begin 
rui_min := rui_do; 
koko :=i+m; 
end; 
if rui_do < limit then 
begin 
l : = l + 1; 

m500[ll := i + m; 
mat a [ I J : = ru i _do; 
end; 
if hide2 = <i + ml then 

koko2 := rui_do; 
end; 
i := i + 300; 
end; 
bsort <I, ma ta, m500會 1);
end; 
if syakudo = RU! then 
begin 
rui_min := o; 
i := 200; 
I : = 0; 
11 : = 0; 
gotoxy<20,17>; 
Yr i te <' 
gotoxy<20, 17>; 
'while Ci <=3200) do 
begin 
Yri te(osh[ 11 J): 
11 : = I I + 1; 
blockreadCfs,moLdat ,300, tmpll; 
for m:=O to 299 do 
begin 
tmp_real := o; 
tmp_int := o; 
for j;= 3 to 50 do 

begin 
tmp_real := tmp_reaJ+(moLdat[mJ[ j)*ref_dat[j]l; 
end; 

r2Ya := moLdat[m][51]*256+moj_dat[mH52l; 
if <r2Ya〉Ol and <m2Ya〉0)
then 
rui_do := truncC <tmp_real /(r2Ya*m2Yal l*lOOOOl; 

if rui_do 〉 rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko := i + m; 
end; 

if rui_do 〉 900 then 
begin 
I : = I + 1; 
m500[!J := i + m; 
mata[JJ := rui_do; 

end; . 
if hide2 =Ci+ ml then 
koko2 := rui_do; 

＇）； 

end; 
i : = i + 300; 

end; 
bsort<l,mata,m500,0 

end 
close<fs 

procedure 
var 

end; 
messyu(var mata,m500:sortbufl; 

x,Y : integer 
i,j,k,ll,111: integer 
ref_dat: getbuf 
r_byte : integer 
fsize : integer 
i sum .: integer 
tmp_int: integer 
rui_do,rui_min: integer 
rn i __ do2: integer 
rowd :array[O .. 23,0 .. 231 
I i mi t integer 

＇ 
*
＊
*
 

｛

｛

｛

 

char. read buf *} 
real read bytes *l 
max file size *} 

of byte; 



f s : f i le ; 
tmp_real : real ; 
m2wa,r2wa : real ; 
ash: array[0 .. 12] of string[lOJ; 

const 
UNITSIZE = 38; 

label 
OUTl; 
begin 
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end; 
tmp := O; 
for i := 0 to 5 do 
for j:=O to 5 do 
begin 
ref_dat[tmpJ := O; 
for k:=O to 3 do 
for 111:=0 to 3 do 
begin 
ref_dat[tmp] := ref_dat[tmp] + rowd[j*4+ll!J[i*4+k 
end; 
: = tmp + 1; 

: = I + 1; 
: = i + m: 
: = rui_do 

tmp 
end; 

m2wa := o; 
for j:= o to 35 do 
begin 
m2wa := m2wa ,.. ref_dat[j]*t・ef_dat[jJ; 

end; 
m2wa := sqrt<m2wal; 
seek <fs, 200); 
l : = O; 
i := 200; 
if syakudo = Ll then 
begin 
rui_min := 1000; 
limit := 130; 
while (i <=3200) do 
begin 
blockread< fs. mo_dat, 300, tmpl l; 
for m:=O to 299 do 
begin 
rui_do := O; 
for j;= Oto 35 do 
begin 
rui_do := rui_do+abs(mo_dat[m][jJ-ref_dat[jJ 
end; 
if rui_do < rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko := i + m; 
end; 
if rui_do < limit then 
begin 
I 

m500[IJ 
ma ta[ I J 
end; 
if hide2 = (i + ml then 

koko2 := rui_do; 
end; 
i := i + 300; 
end; 
bsort<l,mata,m500,ll; 
end; 
if syakudo = L2 then 
begin 
rui_min := 1000; 
limit := 200; 
while <i <=3200) do 
begin 
b I o ck read< f s , mo _da t , 3 O O, t mp 1 > ; 
for m:=O to 299 do 
begin 
rui_do := O; 
for j:= o to 35 do 
begin 
rui_do2 := mo.:_dat[m][jJ-ref_dat[jJ; 
rui_do := rui_do+rui_do2*rui_do2; 
if <rui __ do〉400l then 
begin 



OUTl: 

procedure 
var 

end; 

ru1 .. do := 10000; 
gotoOUTl; 
end; 

rui_do := round<sqrt<rui_doll; 

if rui_do < rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko := i + m; 
end; 
if rui_do < limit then 
begin 
I : = I + I; 

m500[JJ := i + m; 
mata[ I J := rui_do; 
end; 
if hide2 = <i + ml then 

koko2 := rll'i_do; 
end; 
i := i + 300; 
end: 
bsort<I ,mata,m500,ll: 
end; 
if syakudo = RU! then 
・begin 
rui_min := O; 
i : = 200; 
I : = 0; 
I I : = 0; 
gotoxy(20, 17l; 
write<' 
gotoxy<20, 17l; 
while <i <=3200) do 
begin 
write<osh[IIJJ; 
11 : = I I + 1; 

＇）； 

b I a ck read (f s, mo_da t , 30 0, t mp 1) : 
for m:=O to 299 do 
begin 
tmp_real := o; 
tmp_int := o; 
for j;= O to 35 do 

begin 
tmp_real := tmp_real+(mo_dat[m][j]*ref_dat[j]); 
end; 

r2wa := mo_dat[m)[36l*256+mo_dat[m][37]; 
if <r2wa〉Ol and Cm2wa〉0)
then 
rui_do := truncc ctmp_real /(r2wa*m2wa))*lOOOO); 

if rui_do > rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko := i + m; 
end; 

if rui_do 〉 900 then 
begin 
l : = I + 1; 
m500[ll := i + m; 
mata[ll := rui_do; 

end: 
if hide2 = <i + ml then 
koko2 := rui_do; 

end; 
i := i + 300; 

end; 
bsort <l ,mata,m500,0 

end; 
cJose(fs); 

end 
mojl_nin(syuhou:integer 

x,y : integer 
i,Lk,m,11 : integer 
ref_dat: getbuf 

rui_do : integer ; 
rui_do2 : integer 
Lruido : rea 1 ; 
t mp_rea I : rea 1 
tmp_int : integer 
im2wa,ir2wa: integer ; 
m2wa,r2wa : real ; 

{* char. read buf ＊） 

r_byte : integer ; <* real read bytes *} 
fsize : integer ; {* max file size *> 
oshirase: array[0 .. 12] of string[lOJ; 
rui_min: integer ; 
m500 : sortbuf : 
mata : sortbuf ; 
Jpu,lpd,Jpl,lpr: array[0 .. 23] of byte; 
Jpu2, lpd2, !pl 2. !pr2:array[O •• 23] of byte; 
mx,my : integer ; 

label OUTl ,OUTZ; 
begin 
rui_min :=10000; 
koko := 10; 
oshirase[Ol :='人；

雷ば：出¥:哀：：
oshiras('[3J :='長：
oshirase[4J := , , (,, ¥" 



oshirase[5J :=' 
oshirase[6l :=' 息：；
oshirase[7l :='し＼，．
oshirase[8l :='ま，；
oshirase[9J :='せ；
oshirase[lOJ :=•/•· 
oshirase[lll :='ぷ；
assign<fr,'d:peiphe.dat'l; 
reset<frl; 
mou_flush; 
mousexrange(200,344l; 
mouseyrange<70,200>; 
mousepsetC270,70); 
repeat 
mousepget<x,y, lmb,rmbl: 
if (y(300) 
then 
begin 、

mx := LER; 
my := UP-30; 
end; 

if Cy<300) and <x<300) 
then 
begin 
mx := LER-30; 
my := UP-30; 
end; 

I in e < mx-1 , my-1 , mx + 2 4 , mY + 2 4 , 4, 1 , O, O , 0 , O , O, O l ; 
delay<ZOO>; 
I i n e C mx-1 , my-1 , mx + 2 4 , my+ 2 4 , O, 1 , O, o , O, o, o, o l ; 

until <lmb = ll: 
I i ne < mx-l , my-1 , mx+ 2 4 , my+ 2 4 , 2, 1 , O, O, O , o, O , O) : 
mou_flush; 
get c mx, my, mx+ 2 3, my+ 2 3 , of s < gda ta [ 3 l [OJ l , s eg c gda ta [ 3 J [ o J l , 2 3 o) ; 
PU t C 100,300, of s C gda ta [ 3 l [ 0 l) , s eg (gda ta [ 3 J [ 0 J l , 2 3 0, 0, 0, 0, 0) ; 
if Csyuhou <3) then 
begin 
for x:= o to 23 do (*上方向から＊）
begin 
y : = 0; 
whi Je((point ClOO+x,300+yl = Ol and (yく24l l do 
y:=y+l; 

l pu [x l : = y; 
while(Cpoint<lOO+x,300+y) = 7) and Cyく24l l do 
y:=y+]; 

whi le<Cpoint<lOO+x,300+yl = Ol and Cyく24l l do 
y:=y+l; 

Jpu2[xl := y; 
end; 
for x:= O to 23 do {*下方向から＊｝
begin 
y : = 23; 
whi Je((point <lOO+x,300+y) = Ol and (y)=O)) do 
y:=y-1; 

lpd[xl := 23 - y; 
whileC<point(lOO+x,300+y) = 7) and (y)=Ol) do 
y:=y-1; 

while((point<lOO+x,300+y) = OJ and (y)=Oll do 
y:=y-1; 

lpd2[xl := 23 -y; 
end; 
for y:= O to 23 do {*左方向から＊｝
begin 
X : = 0; 
while≪Point<lOO+x,300+yJ = OJ and <xく24J l do 
x:=x+l; 

Jpl[y] := x: 
while≪point<lOO+x,300+y) = 7> and <xく24l) do 
x:=x+l; 

while≪point<lOO+x,300+y) = O) and (xく24)) do 
x:=x+l: 

[p!2[y] := x: 
end; 
for y:= Oto 23 do <*右方向から＊）
begin 
X : = 23; 
while(Cpoint<lOO+x,300+y) = Ol and <x>=Oll do 
x:=x-1: 

lpr[y] : = 23 - x: 
while≪point<lOO+x,300+y) = 7) and <x〉=O)l do 
x:=x-1: 

while((point<lOO+x,300+yl = Ol and <x>=Oll do 
x:=x-1; 

Jpr2[yJ := 23 - x: 
end; 
k : = 0; 
for j: = o to 5 do 
begin 
ref_dat[3+kJ := Jpu[j*4l +lpu[j*4+1J +Jpu[j*4+2J + Jpu[j*4+3l; 
ref_dat[9+kl := lpd[j*4J +lpd[J*4+1J +lpd[j*4+2J + lpd[J*4+3J; 
ref_dat[l5+k] := ]pl[j*4) +lp¥[j*4+1J +lp)[j*4+2] + JpJ[j*4+3]; 
ref_dat[2l+kl := lpr[j*4l +lpr[j*4+1J +lpr[j*4+2l + lpr[j*4+3J; 
ref_dat[27+kl := Jpu2[j*4l+Jpu2[j*4+1J+Jpu2[H4+2J+Ipn2[j*4+3); 
ref_dat[33+k] := 1Pd2[j*4]+lpd2[j*4+]]+lpd2[j*4+2)+1pd2[j*4+3]; 
ref_dat[39+kl := Jpl2[j*4)+lpl2[j*4+1J+lpl2[j*4+2]+1pl2[j*4+3J; 
ref_dat[45+kl := Jpr2[j*4]+lpr2[j*4+1J+Jpr2[j*4+2]+lpr2[j*4+3J; 

k:=k+l; 
end; 
m2wa := O; 

for j:= 3 to 50 do 
begin 



{ * 文字認識1

m2wa := m2wa + 1ef_dat[jJ*ref_dat[jJ; 
end; 

m2wa := sqrt Cm2wal; 

＊） 

seek<fr,200 
l : = 0; 
i : = 200; 

if syuhou = 2 then 

OUT!: 

OUT2: 

begin 
11 : = 0; 
gotoxy<20,17l; 
write<' 
gotoxy<Z0,17); 

'); 

if syakudo = Ll then 
begin 
while <i <=3200) do 

end; 

begin 
write<oshirase[J!Jl; 
I I : = I I + 1 ; 
blockread<fr,moj_dat,300, tmpll; 
for m:=O to 299 do 
begln 
rui_do := o; 
for j:= 3 to 50 do 
begin 
rui_do := rui_do+abs<moLdat[m][jJ-ref_da¥[j]); 
if rui_do 〉 600 then goto OUTl; 
end: 

if rui_do < rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko :=i+m; 

end; 
if rui_do < 600 then 
begin 

end; 

I : = I + 1; 
m500[ll := i + m; 
mata[IJ := rui_do 

if hide2 = <i + ml then 
koko2 := rui_do; 

end; 
i : ~i + 300; 

end; 
bsort(l,mata,m500,1 

if SYakudo = L2 then 
begin 
while (i <=3200) do 

end: 

begin 
writecoshirase[ 11]); 
11 : = 11 + 1; 
block read cf r, mo Lda t , 30 O, t mp 1 l ; 
for m:=O to 299 do 
begin 
rui_doZ- := O; 
for j:= 3 to 50 do 
begin 
rui_do := moj_dat[m][j]-ref_dat[j]; 
rui_do2 := rui_do2+<rui_do*rui_do); 
if rui_do2 > 16900 then 
begin 
rui_do := 10000; 
goto OUT2; 
end; 

end; 
f_ruido := sqrtcrui_do2>; 
ruしdo :=round(f_ruidol; 

if rui_do < rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko :=i+m; 

end; 
if rui_do < 130 then 
begin 

end; 

1 : = 1 + 1; 
m500[ll := i + m; 
mata[ll := rui_do 

if hideZ =Ci+ ml then 
koko2 := rui_do; 

end; 
i := i + 300; 

end; 
bsort < l, ma ta, m500, l 

if syakudo = RU! then 
begin 
ru i _mi n : = o; 
i : = 200; 
1 : = 0; 
while <i <=3200) do 



begin 
wri te<oshi rase[ 11 l l; 
I I : = I I + I; 
b Io ck read (fr, mo j_ da t , 3 00 , t mp I l ; 
for m:=O to 299 do 
begin 
tmp_real := O; 
tmp_int := o; 
for j:= 3 to 50 do 

begin 
t mp_rea I : = tmp_real + < moLdat [ ml [ j Jnef _dat[ j 
end; 

r2wa := moj __ dat[m][5J l*256+moj_dat[m][52J; 
if <r2wa〉OJ and <m2wa〉0)
then 
rui_do := trunc≪tmp_real /Cr2Wa*m2wall*IOOOOl; 

if rui_do 〉 rui_min then 
begin 
rui_min := rui_do; 
koko :=i+m; 
end; 

if rui_do 〉 900 then 
begin 
I : = I + 1; 
mSOO[ll := i + m; 
mata[ l l := rui_do; 
end; 

if hide2 = <i + ml then 
kokoZ := rui_do; 

＾ 

end; 
i := i + 300; 

end; 
bsort <I ,mata,m500,0J; 

end; 
end; 

~nd; 
｛＊線密度＊）
if syuhou = 3 then 

senmitu3<mata,m500l; 
｛＊メッシュ＊）
if syuhou = 4 then 

messyu < ma ta, m500 l; 
、reset<frl;
seek(fr,kokol; 
blockread<fr,ref_dat,l,tmpll; 
kanp24 (172,300, 7, ref _da t l; 
11 : = 1 - 10; 
if II< l then II := l; 
j : = 0; 
', for i := I down to 11 do 
begin 
j:=j+l; 
reset<frl; 
seek<fr,m500[ill; 
b Io ck read< fr, ref _da t , 1 , t mp 1 l ; 
kanp24 (64+ j*48, 350, 6, ref _da t >; 
gotoxy(8+j*6,22l; 
w r i t e <mat a [ i J : 4 l ; 
end; 

textcolor<2l; 
gotoxy(5,20l; 
writeln<' 私は
textcolor<7l; 
repeat 
mousepget <x, y, I mb, rmbl; 

until <lmb = 1 l or <rmb = ll; 
if rmb = 1 then 
begin 
esc_seq<REVER,REDl; 
writeC'PLEASE ue,lue,rue,yoko'l; 
w r i t e 1 n < ue: 3 • 1 u e: 3, rue: 3, yo k o : 3 l ; 
read<ue,lue,rue,yoko); 
esc_seq<RESET,Ol; 
wr i t e In< u e: 3, I u e: 3, rue: 3, yo ko: 3 l ; 
delay(lOOO); 
end; 

close<frl; 
end; 

,. 

を と読みます 左ボタン',koko2);
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const 
BLUE_RAM 
RED」lAM
GREEN_RAM 
SETT 
USETT 
XORTT 
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(* V-RAM <BLUEl 
(* V-RAM<REDl 
(* V-RAM<GREENl 

segment 32K *} 
segment 32K *l 
segment 32K *} 

type 
str80 = string[BOJ; 

procedure scro24; 
var 
l, j, k: 
begin 

Integer 

for J:=283 downto 101 do 
for i:= 5 to 17 do 
begin 
k := J*80+i*2; 
memw[BLUE_RAM:k+480J 
memw[RED_RAM:k+480J 
memw[GREEN_RAM:k+480J 
end; 

:= memw[BLUE_RAM:k]; 
: = memw[RED_RAM:kJ; 
: = memw[GREEN_RAM:kJ; 

end; 
procedure sc24; 
var 
i, j. k: 
begin 

integer 

for j:=283 downto 101 do 
for i:= 5 to 17 do 
begin 
k := j*80+i*2; 
memw[RED_RAM:k+640l 
end; 

:= memw[RED_RAM:kJ; 

end; 
, procedure sc24l; 
var 
i. j,k: 
begin 

integer 

for j:=100 to 292 do 
for i:= 6 to 17 do 
begin 
k := j*80+i*2; 
memw[RED_RAM:k-ll 
end; 

end; 
procedure sc24r; 
var 
i.Lk: 
begin 

integer 

for j:=100 to 292 do 
for i:= 16 downto 5 do 
begin 
k := j*80+i*2; 
memw[RED_RAM:k+l] 

end; 
end; 

procedure scro24m; 
var 
i. j'k: 
begin 

integer 

for j:=101 to 285 do 
for i:= 6 to 18 do 
begin 
k := j*80+i*2; 
memw [BLUE_RAM: kl 
memw [RED_RAM: kl 
memw[GREEN_RAM:kl 
end; 

end; 
procedure sc24m; 
var 
i,j,k: 
begin 

integer 

for j:=101 to 283 do 
for i:= 5 to 17 do 
begin 
k := j*80+i*2; 
memwtRED_RAM:kl 
end: 

:= memw[RED_RAM:kJ; 

:= memw[RED_RAM:kl; 

: = memw[BLUE_RAM:k+480l; 
: = memwCRED_RAM:k+480l; 
: = memw[GREEN_RAM:k+480J; 

:= memw[RED_RAM:k+640]; 

end; 

procedure pset_hi<x,y:integer); 

var 
i,j,pl: 
k : 

begin 

integer 
byte 

j := ex mod Bl; 
k := $80 shr j; 
pl := Y*80 + <x div 8); 
mem [BLUE_RAM: p 1 J : = < mem [BLUE_RAM: pl l 
mem[RED_RAM:pl] := <mem[RED_RAM:pll 
mem[GREEN __ RAM:pl] := <mem[GREEN_RAM:p!J 

or 
or 
or 
．．．．．． 
‘
,
、
)
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l

k

k

k

 end; 



procedure prset_hi ex, y: i ntegerl; 
var 

i,j,pl: 
k : 

begin 

integer 
byte 

end; 

j := <x mod 8); 
k := not($80 shr j); 
pl := Y*80 + <x div BJ; 
mem[BLUE_RAM:pJJ・:= <mem[BLUE_RAM:pll and 
mem[RED_RAM:pJJ := <mem[RED_RAM:pl] and 
mem[GREEN_RAM:pll := <mem[GREEN_RAM:pll and 

procedure xor_line<xl,Yl,x2,Y2,iro:integer;kind:byte>; 
var k : byte ; 

tmpl, tmpZ : integer ; 
addr : integer : 
lo_add,hi_add: byte ; 
dad : byte 
dir : byte _; 
dc,d,d2,d!,dm: integer ; 
de! ,dch : byte 
dl ,dh : bYte ; 
d21,d2h : byte ; 
di 1 ,dlh : byte ; 
dml ,dmh : byte ; 

begin 
repeat 
k := port[$aOJ and 4; 

until <k = 4>; 
（＊ ポート
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 de := x2 - xl: 

dl:=y2-yl; 
if (de <= Ol 
then 
begin 
de := -de; 
if{dl<Ol 
then 
begin 
dl := -dl; 
if< d 1 〉de)
then 
di r : = 4 

else 
di r : = 5 

end 
else 
if <dl>dc) 
then 
di r : = 7 

else 
di r : = 6 

,.. 

end 
else 
begin 
if(dl<=O) 
then 
begin 
dl:=-dl; 
if(dl >de) 
then 
di r : = 3 

else 
di r : = 2; 

end 
else 

if (dl>dc) 
then 
di r : = O 

else 
di r : = 1 

end; 

ifCdir= OJ or <dir = 3) orCdir = 4) or <dir = 7l 
then 
begin 

tmpl := dl; 
dl := de; 
de := tmpl 

end; 
dir := dir + 8; 
dcl := lo(dcl; 
dch := hi(dc); 
dl := dl*2; 
dll := lo(dl); 
dlh := hi(dll; 
d :=dl-dc; 
d I : = Io Cd); 
dh := hi(dl; 
d2 : = d -de; 
d21 := loCd2); 
d2h := hi(d2); 
if CCiro and Jl = ll then 
begin 
addr := (Xl div 16) + yl * 40 
dad := (Xl mod 16) * 16; 
Io_add := Jo<addr); 
hi_add := hi<addr): 
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port[$a2J:= $49; 
port[$aOJ:= lo_add; 
port[$aOJ:= hi_add+$40; 
port[$aOJ:= dad; 

｝
 ｝

｝

｝

｝

 

＊
 *
＊
＊
＊
 

定

｝
 
＊
 

旨

た

｝

｝

｝

｝

＊
 

*

＊

*

）

 
＊

）

 ＊
 

筐

し

孔
ta
ま

ジ

ン

し

で

レ

一

域

略

の

す

定

）

贔

‘

、

な

工

知

）

＊

贔
冗
冒
＊

笈
定
～
占
m

卜
嘉
ツ
同

始

ツ

す

t
へ
方
e
画LJ暑

ビ
を

スス
6
定
S

レ
レ
上
印
ー

書
l
l
2
は
ジ

鰐
麟
レ
靡
貸
0

螂
a

汀
ジ
ジ
の
匝
悩
悩
紬
匹

eT
画
l

TE
レ
レ
こ

Cs
下
上
G

蹂
畑
de

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

(
｛
‘
`
｀
{
（
（
ヽ
t
（
ヽ
＼
ヽ
＼
ヽ
＼
ヽ
｀
｀
｛
｛

port($a2J:= $4c; 
port[$aOJ:= dir; 
port($aOJ:= de!; 
port($aOJ:= dch; 
port[$aOJ:= di; 
port[$aOJ:= dh; 
port($aOJ:= d2!; 
port[$aOJ:= d2h; 
repeat 
k := port[$aOJ and 4; 

until <k = 4>; 
port [ $a OJ : = d 1 I ; 
port[$aOJ:= dlh; 
port[$a2J := kind; 
port [ $a 2 J : = $6 c; 

<* 2*delta Y -delta X *} 

(* 2 *de I ta y __ -2 :I'd e I ta X *) 

{ * 2 *de It a Y 

<* XORで描きます＊｝

＊） 

{* VECTE 
end; 
if ((iro and 2J =・2l then 
begin 
addr := (xl div 16l + yl * 40; 
dad : = <xl mod 16) *16; 
lo_add := lo(addr); 
hi_add := hi <addrl; 
repeat 
k := port[$aOJ and 4; 

until (k = 4l; 
port[$a2l:= $78; 
port[$aOJ:= $ff; 
port[$aOJ:= $ff; 

port[$a2J:= $4c; 
port[$aOJ:= dir; 
port[$aOJ:= de!; 
port[$aOJ:= dch; 
port[$a0l := di; 
port[$aOJ:= dh; 
port[$aOJ:= d21; 
port[$aOJ:= d2h; 
port[$aOJ:= dll; 
repeat 
k := port[$a0] and 4; 

until <k = 4l; 
port[$a0l:= dlh; 
port [ $a 2 l : = kind; 
port[$a2J:= $6c; 

{* VECTE 

描画始め＊）

{ * 2 *de l ta Y -de I ta X 

＊） 
＊） 
＊） 
＊） 
＊） 

*l 

<* 2*delta Y - 2*delta X *> 

{ * . 2 *de It a Y ＊） 

{* XORで描きます＊）

描画始め＊）
end; 
if≪iro and 4l = 4) then 
begin 
addr := (xl div 16) + yl * 40; 
dad : = <xl mod 16) *16; 
lo_add := lo(addr); 
hi_add := hi (addrl; 
repeat 
k := port[$aOJ and 4; 

until <k = 4l; 
port[$a2J := $78; 
port[$aOJ:= $ff; 
port[$aOJ:= $ff; 
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port[$a2J:= $4c; 
port[$aOJ:= dir; 
port[$aOJ:= de!; 
port[$aOJ:= dch; 
port[$aOJ:= di; 
port[$aOJ:= dh; 
port[$aOJ:= d21; 
port[$aOJ:= d2h: 
port [ $a o J : = d 11 ; 
repeat 
k := port[$aOJ and 4; 

until <k = 4); 
port[$aOJ:= dlh: 
port[$a2J:= kind; 
port[$a2J:= $Ge: 

{* 2*del ta Y -de! ta X *} 

{* 2*delta Y -2*delta X *l 

<* 2*del ta Y ＊） 

{* XORで描きます＊）



end; 

end; 
procedure fastwritetcol,row,attrib 

begin 
in 1 i ne 

($le/ 
$le/ 
$8a/$86/row/ 
$b3/$50/ 
$f6/$e3/ 
$2b/$db/ 
$8a/$9e/col/ 
$03/$C3/ 
$03/$c0/ 
$8b/$f8/ 
$b7/$00/ 
$c4/$b6/str/ 
$2b/$c9/ 
$26/$8a/$0c/ 
$2b/$c0/ 
$1 f/ 
$22/$c9/ 
$74/$03/ 
$eb/$04/$90/ 
$e9/$aa/$00/ 
$ba/$aOOO/ 
$8c/$da/ 
$b6/$0Q/ 
$8a/$96/attrib/ 
$46/ 
$26/$8a/$lc/ 
$80/$fb/$80/ 
$72/$4d/ 
$80/$fb/$e0/ 
$73/$05/ 
$80/$fb/$a0/ 
$73/$43/ 
$fe/$c9/ 
$46/ 
$26/$8a/$3c/ 
$86/$fb/ 
$8l/$fb/$2020/ 
$75/$03/ 
$bb/$2121/ 
$80/$ff/$80/ 
$72/$2d/ 
$80/$ff/$a0/ 
$73/$06/ 
$80/$ef/$70/ 
$eb/$09/$90/ 
$80/$ff/$f0/ 
$73/$ld/ 
$80/$ef/$b0/ 
$0a/$db/ 
$79/$02/ 
$fe/$cb/ 
$02/$ff/ 
$80/$fb/$9e/ 
$72/$06/ 
$80/$eb/$5e/ 
$eb/$03/$90/ 
$fe/$cf/ 
$80/$eb/$lf/ 
$86/$fb/ 
$e4/$60/ 
$a8/$04/ 
$74/$fa/ 
$b0/$0d/ 
$e6/$62/ 
$fa/ 
$e4/$60/ 
$a8/$04/ 
$74/$ef/ 
$80/$ff/$00/ 
$74/$03/ 
$80/$eb/$20/ 
$89/$ld/ 
$80/$ff/$00/ 
$74/$09/ 
$47/ 
$47/ 
$80/$c7/$80/ 
$89/$ld/ 
$4£I 
$4 fl 
$le/ 
$52/ 
$ba/$a200/ 
$8e/$da/ 
$Sa/ 
$89/$15/ 
$80/$ff/$00/ 
$74/$04/ 
$47/ 
$47/ 
$89/$15/ 
$] f/ 
$47/ 

(* VECTE 描画始め＊）

byte ;var str: str80); 

賓



end; 

$47/ 
$b7/$00/ 
$e2/$03/ 
$eb/$04/$90/ 
$e9/$6J/$ff/ 
$] f); 



~Hard copy Ii brary 
for PC-PR201T and its compatibles 
made in KIT!LAND 

28/Nov./1986 version 1.0 
Copy right (cl ATR 1986 *} 

rocedure ha1・d_copy_screen; 
const に鰐い~1 国゜口吝悼喜r *t} 

var 

BLUE_RAM = $a800; 
RED_RAM = $b000; 
GREEN_RAM = $b800; 

1, j,k, I, m 
Pl 
tmp 
tl,t2,t3,t4,t5,t6,t7,t8 

｛：青碕1裔駕尻げ賊紺2雰砂ぶ誓心｝
{* V-RAM<BLUE) segment 32K *l 
{ * V-RAM <RED) segment 32K *} 
{* V← RAM(GREENl segment 32K *} 

integer ; {* counter*} 
integer ; {*lemporaly *} 
array[0 .. 2,0 .. 7] of byte; {* out data *l 
byte ; <* in data*} 

rocedure out_printer<c : byte l; 
begin 
while (port[$42l and $04) <> $04 do; 
port[$40J := c; port[$46J := 14; port[$46J := 15; 
end; 

begin 

end; 

wri te(LST ,Chr($lbl ,Chr<$4bl l; {*印字戸 漢字舌ード＊）
｀舟グラフィック 了‘イナイブ＊）wri te(LST ,Chr($lb) ,Chr($4d) l; {*ド

write<LST,chr($lcl,chr<$42ll; {*漠子 l孟転 /5 *) 

ば虞it悶：悶噂i~;:悶靡り塁喜｛：紐閾嬉定 1り陀 ＊＊｝ 

｛＊送出するデータの）I圃芋とVRAMの対応＊）
<* lcolum 2colum 3colum• • • 640colum 
LSB 1 1 

. lbyte O 4byte 0 1910byte 
MSB 8 8 

9 9 
• 2byte• 5byte• 1919byte 
16 16 
17 17 
• 3byte• 6byte• • 1920byte 
24 24 ＊｝ 

for i :=O to 16 do 
begin 
l := i * 1920; 

汀i~が佑琶、祈喜涛誌尾五阻摺贔燒芦ダを送りますよ＊｝

end; 

for j;=O to 79 do 
begin 
for m:=O to 2 do 
begin 
pl := l + j + m*640; 
tl := mem[BLUE_RAM:pl+ OJ or mem[RED_RAM:pl+ OJ or mem[GREEN_RAM:pl+ OJ; 
t2 := memtBLUE_RAM:pl+ 80] or mem[RED_RAM:pl+ 80] or mem[GREEN_RAM:pl+ 80]; 
t3 := mem[BLUE_RAM:pl+l60J or mem[RED_RAM:pl+l60J or mem[GREEN_RAM:pl+l60J; 
t4 := mem[BLUE_RAM:pl+240J or mem[RED_RAM:pl+240J or mem[GREEN_RAM:pl+240J; 
t5 := mem[BLUE_RAM:pl+320l or mem[RED_RAM:p1+320J or mem[GREEN_RAM:pl+320l; 
t6 := mem[BLUE_RAM:p1+400l or mem[RED_RAM:p1+400] or mem[GREEN_RAM:pl+400]; 
t7 := mem[BLUE_RAM:pl+480J or mem[RED_RAM:pl+480] or mem[GREEN_RAM:pl+480]; 
t8 := memtBLUE_RAM:p1+560J or mem[RED_RAM:pl+560] or mem[GREEN_RAM:pl+560]; 
for k:=O to 7 do 
begin 
tmp[m][kl := <tl and ll*l+(t2 and ll*2+(t3 and ll*4+<t4 and ll*8+(t5 and U*l6; 
tmp[m][k) := tmp[m)[k] +(t6 and 1>*32+Ct7 and U*64+Ct8 and 1>*128; 
ti := (ti shr 1); 
t2 := <t2 shr U; 

t3 := <t3 shr U; 
t4 := (t4 shr ll; 
t5 := <t5 shr I); 
t6 := Ct6 shr l); 
t7 := Ct7 shr U; 
t8 := <t8 shr U; 

end; 
end; 

for k:=7 downto O do (*プリンターヘ出力 8列分 (24バイト）．＊｝
begin 

for m:=O to 2 do 

begin 

end; 

out_pri nter<tmp[ ml [kl); 
end; 

WriteJnCLST,Chr($0d)); l* 64 0ドット毎に [CR]を送る＊）
end; 
WritelnCLST,chrC$1b) ,chr($6lll; 
Writeln(LST,Chr($lb),Chr<$63) ,chrC$31)); (*プリンタリセット＊｝

＾ 



{ ************************************************************ Mouse library for Turbo Pascal 
This file must be included by I compiler directive. 
This is for mouse.sys driver. 
Coded by Hideki Kawahara. 5/4/1986. 
Rev. by Hideki Kawahara. 21/4/1986. 

Cf. "Detailed description of PC-98 Extended 
System Calls",lnterface separate vol.,1986-4, 

************************************************************) 
type 
register= record 

ax,bx.cx,dx,bp,si,di,ds,es,flags: integer; 
end ; 

figure = array[0 .. 63] of byte; 

var 
reg : register ; 

procedure mouseinit; 
begin 
with reg do begin 
ax := O; 
end; 
intr($33,reg); 
end; 

procedure mousedisp; 
begin 
with reg do begin 
ax := 01; 
end; 
intr($33,regJ: 
end; 

procedure mouseerase; 
begin 
with reg do begin 
ax := $02; 
end; 
intr<$33,regJ; 
end; 

procedure mousepget<var x,y,lmb,rmb 
begin 
with reg do begin 
ax := $03; 
end; 
i ntr<$33, reg>: 
with reg do begin 
x : = ex; 
y := dx; 
if ax く〉 O then 
I mb : = 1 
else 
I mb : = 0; 
i f bx <> O then 
rmb : = 1 
else 
rmb : = o: 

end; 
end; 

:integer); 

procedure mousepset (X,Y-: integer { mouse coordinate) l; 
begin 
with reg do begin 
ax := $04; 
CX := x; 
dx := y; 
end; 
intrC$33,regJ; 
end; 

procedure mouse! bp<var st, n, x. y : integer { stat and number of press l l; 

begin 
with reg do begin 
ax := $05; 
end; 
intrC$33,regl; 
with reg do begin 
st := ax; 
n : = bx; 
x := cx; 
y : = dx; 
end; 
end; 

procedure mouselbocvar st.n,x,y: integer J; 
begin 
with reg do begin 
ax := $06; 
end; 
intr($33,regl; 
with reg do begin 
st := ax; 
n : = bx; 
x : = cx; 
y : = dx; 
end; 
end; 



procedure mouserbp(var st,n,x,y: integer J; 
begin 
with reg do begin 
ax := $07; 
end; 
intr<$33,regl; 
with reg do begin 
st := ax; 
n : = bx; 
x : = ex; 
y := dx; 
end; 
end; 

procedure mouserbo(var st,n,x,y: integer J; 
begin 
with reg do begin 
ax := $0~; 
end; 
intr<$33,regl; 
with reg do begin 
st := ax; 
n : = bx; 
x : = ex; 
y := dx; 
end; 
end; 

procedure mouseshape(x,Y : integer ; < center of cursor l 

begin 
with reg do begin 
ax := $09; 
bx := x; 
CX := y; 

var shape: figure); 

es := Seg(shape); 
dx : = ors <shape); 
end; 
i ntr C$33, regl; 
end; 

procedure mousedistance<var x,y : integer) ; 
begin 
reg.ax := $Ob; 
intrC$33,reg); 
x := reg.cx: 
y : = reg. dx; .. 
end; 

procedure mousesens<xmick,ymick : integer) ; 
begin 
reg. ax : = $0 f ; 
reg.cx := xmick; 
reg.dx := ymick; 
i ntrC$33, reg); 
end; 

procedure mousexrange(xl,x2: integer l; 
begin 
reg.ax := $10; 
reg.cx := xl; 
reg.dx := x2; 
intr($33,reg); 
end: 

procedure mouseyrangeCyl, Y2 : integer) ; 
begin 
reg.ax := $11; 
reg,cx := yl; 
reg.dx := y2; 
intr<$33,regl; 
end; 

procedure mousecolor(ccode : integer) ; 
begin 
reg.ax := $12; 
reg.bx := ccode; 
intr<$33,reg); 
end; 
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エスケープ・シーケンス テスト＊）

var 
loop: integer {* loop counter -tmp-*) 

procedure esc_seq <psl, ps2: i ntegerl; 
begin 

case psl of 
REV_IND: 
begin <* Reverse Index*> 
for loop:= I to・ps2 do 
write<"J; 

end; 

IND: 
begin <* Index >1<} 
for loop:= 1 to ps2 do 
write<"l; 

end; 
VERT!: 
begin (>1< vertical line >1<} 
write('',2,';m'l; 

end; 
U_LINE: 
begin (>1< under line >1<} 
write('',4,';',ps2,';m'l; 

end; 
BLINK: 
begin (>1< blink line *l 
write<'', 5,';', ps2,'; m'); 

end; 
REV_BL: 
begin (*blink line*l 
w r i t e <'', 5,';', ps 2 + 1 O,'; m') ; 

end; 
REVER: 
begin (* reverse line *l 
write<'', 7,';', ps2,'; m'); 

end; 
RESET: 
begin <* reset >1<} 
write<'m'); 

end: 
end; 

end; 



procedure err_hand; {*エラー・ハンドリング＊｝
begin {* errorptr := ofs<err_hand) *} 

end; 

if hi <err_numl = 1 then 
begin 
textcolor(6l; 
w riteln<''・  ）． 
writeln<' 指定されたファイルが存在しません ，）； 
writeln<'');  
textcolor<7l; 
end; 
if hi< er亡 numl = o j_h竺

writeln<•ctr cを押しましたね）；
if hi<err_numl = 2 then 
begin 
textcol or<Z.l・

: :: : ! : : ~'.: 惚鰐殻雙［具鰐じ：汀
textcolor<7l; 
end; 
cursor_on; 

... 

• 



（ 

｛ 

｛ 

（ 

type 
getbuf = array [O .. 127) of byte; 
putbuf = array [O .. ll of byte; 

pro悶悶~e iistosj<var cur :pui~u 鼠苔薮

if odd<cuf[OJl = false <* 
then <* 
begin {* 
cuf[l) := cuf[ll 
if cuf[OJ < 95 
then 
cuf[OJ := <cuf[OJ div 2) + 112 
else 
CU f [ 0 l : = (cu f[ 0) div 2) + 176; 

this file is J!S6234(24*24) display liblary} 
J!S6232(16*16) } 

avail graphic routine made in KIT! } 
1986.10.14 } 
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end 
else 
begin 
cuf[IJ := cuf[ll + 31; 
if cuf[OJ < 95 
then 
cu f [ 0 l : = < < cu f [ 0 l + 1 l div 2 l + 1 12 
else 
cuf[OJ :=≪cuf[OJ + 1) div 2) + 176; 
i f cu f[ l l 〉= 12 6 
then cuf[JJ := cuf[ll + 1; 

end; 
end; 
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begin 
if cuf[ll >= 159 

then 
begin 
cuf[JJ := cuf[JJ - 126; 
if cuf[OJ 〉= 224 
then 
cuf[OJ := <cuf[OJ -176) * 2 
else 
cuf[OJ := <cuf[OJ -112) * 2: 

end 
else 
begin 
cuf[l] := cuf[lJ - 31; 
i f cu f[ 1] > = 9 7 
then 
cuf[ll := cuf[ll -1; 
if cuf[OJ >= 224 
then 
cuf[OJ := <cuf[OJ - 176) * 2 - 1 

else 
cu f [ 0] : = (cu f [ 0 J - 112) * 2 - 1; 

end; 
end: 

proc u e kanpl6( ys:integ r;buf• etbufl,; <* 16ドット表示＊）
｛：薗戸'2 倍鸞嗣'8 ット）＼匁—ンハッファ＊；）
に託出閻誓 元データが存在する事 ＊）＊） 

var 
I, j, t mp : 
X,Y 
begin 

integer 
integer 

X : = 0; 
y : = 0; 
for j :=54 to 85 do 
begin 
for i := 7 downto O do 
begin 
x:=x+l; 
tmp := <buf[j] shr i); 
If odd<tmpl = true 
then pset <xs+x,ys+y,7 
{ else preset <xs+x,ys+y) 
end; 
if (j mod 2) = 1 
then y := y + l; 
if < x mod 16) = 0 
then X := O; 

end; 
end; 

亨凧k翌，"f¥J¥',i旦り攣界叫狐叫叫） 24ドット表示＊）
{* 5 4/ぶ屈炉鴨'_夕が岬する事 ＊？ 
{* 1 2 5バイ 目に ＊） 

var 
i會 j,t mp 
X,Y 
begin 
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X : = 0; 



end; 

y : = 0; 
XS:= XS -1; 
for j :=54 to 125 do 
begin 
for i := 7 downto O do 
begin 
X : = X + J; 
tmp := <buf[j〕非r i l; 
1f odd<tmp) = true 
then 
pset_hi <xs+x,ys+yl: 

{ pset <xs+x,ys+y, iro 
{ else preset <xs+x,ys+y 
end.; 
if < j mod 3 l = 2 
then y : = y + I; 
if < x mod 2~) = 0 
then X := O; 

end; 

function cal_se<cuf :putbuf): integer;{* JISコードから辞書位置を決定する＊）
begin 

end; 

i f (cuf[Ol < 37) 
then cal_se := 1 

else if ccuf[OJ 〉= 37) and <cuf[OJ < 48) 
then cal_se := 200 

else if <cuf[OJ >= 48l and <cuf[OJ < 55l 
then cal_se := 525 

else if <cuf[Ol 〉= 55> and Ccuf[O] < 60) 
then cal_se := 1100 

else if <cuf[Ol 〉=60 l and <cuf[OJ < 65) 
then cal_se := 1600 

else if ccuf[Ol 〉=65 l and Ccuf[OJ < 70) 
then cal_se := 2100 

else if Ccuf[Ol 〉=70 l and Ccuf[OJ < 75) 
then cat_se := 2500 

else if <cuf[OJ 〉=75 l and ccuf[OJ < 80) 
then cat_se := 3000 

else if <cuf[OJ 〉=80 > and ccuf[Ol < 85l 
then cal_se := 3400 

else if (cuf[OJ 〉=85 > and Ccuf[OJ < 90l 
then cal_se := 3900 

else if (cuf[OJ >=90 l and <cuf[OJ < 100) 
then cal_se := 1400 

else if <cuf[OJ 〉=JOO l and <cuf[OJ <110) 
then cal_se := 5300 

else if Ccuf[OJ 〉=110) and Ccuf[OJ <120) 
then cal_se := 6300; 

.. 

"" 
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{ ********************************************************************** Graphic Library of Turbo Pascal using EGR98: 
This file must be included by I compiler directive. 
THIS IS FOR NEC PC9801F/E GRAPHIC LIO. 
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**********************************************************************) 

type scr = record 
argl,arg2,arg3,arg4 : byte 
end; 

vi = record 
argl,arg2,arg3,arg4: integer; 
arg5,arg6 : byte 
end; 

col = record 
argl,arg2,arg3 
end; 

col2= record 
argl,arg2 
end; 

PS = record 
argl,arg2 
arg3 
end; 

Y.FUKADA 

: byte 

: byte 

: integer; 
: byte 

Ii = record 
argl,arg2,arg3,arg4 : integer: 
arg5,arg6,arg7,arg8,arg9,arglO : byte: 
argll,argl2 • 1 nteger 
end; 

cir= record 
argl,arg2,arg3,arg4 : 
arg5,arg6 : 
arg7,arg8,arg9,arg10: 
argl 1 : 
argl2,argl3 : 
end; 

integer; 
byte; 
integer; 
byte; 
integer 

pa = record 
argl ,arg2 
arg3,arg4 
end; 

pa2 = record 
argl ,arg2 
dummy,arg3 
arg4,arg5 
arg6 
end; 

: integer; 
: byte 

: integer 
: byte; 
: integer 
: byte 

ge 

PU 

ka 

= record 
argl,arg2,arg3,arg4,arg5,arg6,arg7 : integer 
end; 

= record 
argl,arg2,arg3,arg4,arg5 : integer: 
arg6,arg7,arg8,arg9 : byte 
end: 

= record 
argl,arg2,arg3 : integer; 
arg4,arg5,arg6,arg7 : byte 
end; 

rol = record 
argl ,arg2 
arg3 
end; 

po 

pr 

= record 
argl ,arg2 
end; 

= record 
argl ,arg2 
arg3 
end; 

: integer: 
: byte 

: integer 

: integer; 
: byte 

procedure graph(func, segbase, offset: integerl; external 

procedure init; 
begin 
graph(O,O,Ol 
end; 

'PASGRAPH'; 



procedure screenCmode,s,i,ac,disp: bytel; 
var screen_arg: scr; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with screen_arg do 
begin 
argl := mode; 
arg2 := sw; 
arg3 := ac: 
arg4 := disp 
end; 
seg_arg := seg<screen_argl; 
offset_arg := ofs<screen_argl; 
graph<!, seg_arg, offset_argl 
end: 

羹
＇

procedure view<x1.Yl,x2,y2: integer; 
var view_arg: vi; 

seg~arg, offset_arg: integer; 
begin 
with view_arg do 
begin 
argl := xl; 
arg2 :=yl; 
arg3 := x2; 
arg4 := y2; 
arg5 := ca; 
arg6 := cb 
end; 
seg_arg := seg(view_argl; 
offset_arg := ofs<view_argl; 
graph(2, seg_arg, offset_argl 
end; 

ca,cb: bYtel; 

- procedure color(cbg,cbd,cfg: byte); 
var color_arg: col; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with color_arg do 
begin 
argl := cbg; 
arg2 := cbd; 
arg3 := cfg 
end; 
seg_arg := seg<color_arg); 
offset_arg := ofs<color_argl; 
graph(3, seg_arg, offset_arg) 
end; 

procedure color2(pal,cc: byte); 
var color2_arg: colZ; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with color2_arg do 
begin 
argl :=pal; 
arg2 := cc 
end; 
seg_arg := seg<color2_arg); 
offset_arg := ofs(color2_argl; 
graph(4, seg_arg, offset_arg) 
end; 

procedure cls; 
begin 
graph(5,0,0l 
end; 

procedure pset(x,y: integer; pal: byte); 
var 
pset_arg: ps; 
seg_arg, offset_arg: integer; 
begin 
with pset_arg do 
begin 
argl := x; 
arg2 := y; 
arg3 := pal 
end; 
seg_arg := seg(pset_arg); 
offset_arg := ofs(pset_arg); 
graph(6, seg_arg, offset_arg) 
end; 

procedure lineCxl.Yl.X2,Y2: integer; pall,dc,lsw,pal2: byte; 
!style: integer; Jentile: byte; ofstile,segtile: integer); 

var 
line_arg: Ii; 
seg_arg, offset_arg : integer; 
begin 
with line_arg do 
begin 
argl := xl; 
arg2 := yl; 
arg3 := x2; 
arg4 := y2; 
a r g 5 : = pa 11; 
arg6 := de; 
arg7 := lsw: 
case are6*1 O+arr,7 of 
1,2,11.12: ber,in arr,8 := lo<lstylel; arg9 := hi<lstylel end; 
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21: arg8 := paJ2; 
22: begin arg!O := lentile; argll := ofstile; argl2 := segtile end: 
end; 
end; 
seg_arg : = seg (Ii ne_a rg >; 
offset_arg := ofs<I ine_a1・g); 
graph(7 ,seg_arg,offset_a1・g) 
end; 

procedure circle<cx,cy,rx,ry: integer; pal I ,flag: byte; 
sx,sy,ex,ey: integer; lentile: byte; 
ofstile,segtile: integer>: 

var circle_arg: cir: 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with circle_arg do 
begin 
argl := ex: 
arg2 := cy; 
arg3 := rx; 
arg4 := ry; 
arg5 := pal I; 
arg6 := flag; 
arg7 := sx; 
arg8 := sy; 
arg9 := ex; 
arglO := ey; 
argll := lentile; 
argl2 := ofstile; 
argl3 := segtile 
end; 
seg_arg := seg(circle_arg>; 
offset_arg := ofs<circle_arg); 
graph<8, seg_arg, offset← arg> 
end; 

procedure paint<x,y: integer: pall.pa¥2: bytel; 
var paint_arg: pa; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with paint_arg do 

end; 

begin 
argl := x: 
arg2 := y; 
arg3 := pall; 
arg4 := pal2 
end; 
seg_arg := seg<paint_argl; 
offseしarg := ofs<paint_argl; 
graph(9, seg_arg, offset_argl 

procedure paint2<x,y: integer: lentile: byte; ofstile,segtile: integer; 
cbd: byte); 

var paint2_arg: pa2; 
seg_arg,offset_arg: integer: 

begin 
with paint2_arg do 
begin 
argl := x; 
arg2 := y; 
arg3 := lentile; 
arg4 := ofstile: 
arg5 := segtile: 
arg6 : = cbd・ 
end: • 
seg_arg := seg(paint2_argl; 
offset_arg := ofs<paint2_argl; 
graph<lO, seg_arg, offset_argl 
end; 

procedure get<xl,Yl,x2,Y2,ofs_buff,seg_buff,len: integerl; 
var get_arg: ge; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with get_arg do 
begin 
argl :=xl; 
arg2 := yl; 
arg3 := x2: 
arg4 := y2; 
arg5 := ofs_buff: 
arg6 := seg_buff: 
arg7 := Jen 
end; 
seg_arg := seg(get_argl; 
of fset_arg : = ofs <get_arg); 
graph<ll, seg_arg, offset-:-argl 
end; 

procedure put <x,y,ofs_buff,seg_buff, !en: integer: dm,esw, fe, be: byte): 
var put_arg: pu; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with put_arg do 
begin 
argl := x: 
arg2 := y; 
arg3 := ofs_buff; 
arg4 := seg_buff; 
arg5 := Jen: 



arg6 
arg7 
arg8 
arg9 
end; 
seg_arg := seg<put_argl; 
offset_arg := ofs<put_arg); 
graph<12, seg_arg, offset_arg) 
end; 

: = drn; 
: = csw: 
: = fc; 
: = be 

.. 
procedure kanji(x,y,jap: integer; dm,csw,fc,bc: byte); 
var kanji_arg: ka; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with kanji_arg do 
begin 
argl 
arg2 
arg3 
arg4 
arg5 
arg6 
arg7 
end; 
seg_arg := seg(kanji_argl; 
offset_arg := ofs<kanji_arg); 
graph<l3, seg_arg, offset_argJ 
end; 
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procedure roll<updot,leftdot: integer: clrflag: bytel; 
var ro!J_arg: rol; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
'with roll_arg do 
begin 
argl 
arg2 
arg3 
end; 
seg_arg := seg<roll_argl; 
of fset_arg : = ors <ro l l_argl; 
graph04, seg_arg, offset_arg) 
end; 

:= updot: 
: = leftdot; 
: = clrflag 

function point<x,y: integer): integer; 
var 
point_arg: po; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

function ppoint<func,pl,p2: integerl: integer; external'pasgraph'; 

begin 
with point_arg do 
begin 
argl := x; 
arg2 := y; 
end; 
seg_arg := seg(point_argl; 
of fset_arg : = ofs (poi nt_arg); 
point := ppoint05,seg_arg會offset
end; 

... 

亀-

procedure copy(option: byte); 
var seg_arg, offset_arg: integer; 
begin 
seg_arg := seg<optionl; 
offset_arg := ofs<optionl; 
graph(l6,seg_arg,offset_arg) 
end; 

procedure preset<x,y: integer); 
var preset_arg: pr; 
seg_arg, offset_arg: integer; 

begin 
with preset_arg do 
begin 
argl 
arg2 
arg3 
end; 
seg_arg := seg<preset_argl; 
offset_arg := ofs<preset_arg); 
graph<l7,seg_arg,offset_argl 
end; 

:= x; 
: = y; 
: = $ff 

procedure textcolor(col:byte 
var c : string[3l; 
begin 
case col of 
O: c :='30m'; 
1: C :='18m'; 
2: C :='17m'; 
3: C :='19m'; 
4: C :='20m'; 
5: C :='22m'; 
6: C :='21m'; 
7: C :='23m'; 
8: C :='40m'; 
9: C :='44m'; 
]0: C :='41m'; 
11: C :='45m'; 

惰

.. 
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12: C :='42m'; 
13: C :='46m'; 
14: C :='43m'; 
15: C :='47m' 
end; 
write< #$1 B, • [• , cl 
end; 
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procedure use_all_screen; 
begin 
wri te<#$IB,'(〉lh'> 
end; 

procedure reset_screen; 
begin 
wri te(#$JB,'DI I'> 
end; 

procedure cursor __ on; 
begin 
wri te<#$1B,'(〉51'>
end; 

procedure cursor_orr: 
begin 
wri te<#$1B,'(〉5h'>
end; .. 

{ *********************************************************** 
END OF GRAPH.LIB 

***********************************************************} 
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